
生
成
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

を
中
心
に
先
進
国
と
新
興
国

の
電
力
需
要
が
大
き
く
増
え

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、

こ
の
連
載
で
も
触
れ
て
い
ま

す
。
で
は
、
Ａ
Ｉ
で
世
界
の

電
力
需
要
は
ど
こ
ま
で
伸
び

る
の
で
し
ょ
う
か
。

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関

（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
は
、
２
０
３
０

年
ま
で
に
世
界
の
デ
ー
タ
セ

は
、
Ｇ
Ｐ
Ｕ
な
ど
の
効
率
の

向
上
が
ど
こ
ま
で
進
む
の
か

わ
か
ら
な
い
こ
と
で
す
。
も

う
１
つ
重
要
な
要
素
は
Ａ
Ｉ

の
需
要
で
す
。
前
回
も
触
れ

た
よ
う
に
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
の
電
力
消
費
量
は
グ
ー
グ

ル
検
索
の
約
10
倍
で
す
が
、

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
４
に
な
る

と
そ
れ
が
約
１
０
０
倍
に
な

り
ま
す
。
誰
も
が
高
性
能
な

Ａ
Ｉ
を
利
用
す
る
わ
け
で
は

な
い
で
し
ょ
う
が
、
電
力
消

費
量
は
大
き
く
押
し
上
げ
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

欧
米
で
も
日
本
で
も
、
今

セ
ン
タ
ー
は
東
京
と
大
阪
を

中
心
に
Ｉ
Ｔ
需
要
地
の
近
く

に
立
地
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
の
よ
う

に
電
力
供
給
が
あ
る
場
所
に

立
地
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
す
で
に
北

関
東
あ
る
い
は
地
方
の
中
心

都
市
の
近
く
に
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
建
設
計
画
が
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
。
立
地
点
は
安
定

的
な
電
力
供
給
を
求
め
、
さ

ら
に
広
が
る
可
能
性
が
高
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
な
る
と
大
き
な
問
題

に
直
面
し
ま
す
。
地
方
に

ま
で
伸
び
て
い
な
か
っ
た
電

力
消
費
が
こ
れ
か
ら
大
き
く

伸
び
る
と
の
予
想
が
出
て
い

ま
す
が
、
問
題
は
供
給
電
力

の
確
保
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で

は
シ
ェ
ー
ル
革
命
に
よ
り
価

格
が
下
落
し
た
天
然
ガ
ス
と

の
競
争
に
敗
れ
た
石
炭
を
利

用
す
る
火
力
発
電
所
が
減
少

を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
こ

こ
２
年
間
で
は
石
炭
火
力
の

削
減
ス
ピ
ー
ド
が
大
き
く
落

ち
て
い
ま
す
。
将
来
の
電
力

需
要
を
に
ら
む
と
石
炭
火
力

を
廃
止
で
き
な
い
の
で
す
。

日
本
で
は
現
在
、
デ
ー
タ

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を

手
掛
け
ら
れ
る
人
材
が
潤
沢

な
の
か
と
い
う
疑
問
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
今
後
、
建
設

の
た
め
の
機
械
と
電
気
技
師

40
万
人
が
不
足
す
る
と
の
予

測
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
で
も
電
力
供
給
の
制
限

と
人
材
面
な
ど
か

ら
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
の
建
設
が
進

ま
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
海
外

に
立
地
す
る
と
安
全
保
障
に

加
え
、
瞬
時
の
利
用
が
必
要

な
ケ
ー
ス
に
対
応
で
き
な
い

問
題
が
出
て
き
ま
す
。
国
内

立
地
の
た
め
政
府
は
電
力
と

人
材
の
確
保
に
真
剣
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
脱
炭
素
先
行
地
域

２
０
３
０
年
度
ま
で
に

民
生
部
門
（
家
庭
や
オ
フ

ィ
ス
な
ど
）
の
電
力
消
費

に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
を
実
質
ゼ
ロ
に
し
、
ほ

か
の
排
出
も
地
域
特
性
に

応
じ
て
削
減
す
る
地
域
。

環
境
省
の
募
集
に
応
じ
た

自
治
体
な
ど
が
、
モ
デ
ル

に
な
る
よ
う
な
計
画
を
提

案
し
、
審
査
の
う
え
選
定

さ
れ
る
。
選
定
地
域
は
交

付
金
な
ど
国
か
ら
の
支
援

が
受
け
ら
れ
る
。
２
０
２

５
年
度
ま
で
に
１
０
０
カ

所
以
上
選
定
す
る
予
定
。

▼
重
要
生
態
系
監
視
地
域

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
推
進
事
業

通
称
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

サ
イ
ト
１
０
０
０
」。
高

山
、
森
林
、
里
地
、
湖
沼
、

磯
な
ど
全
国
の
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
の
生
態
系
に
約
１

０
０
０
カ
所
の
調
査
地
域

を
設
置
し
て
、
長
期
間
継

続
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す

る
事
業
。
２
０
０
３
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
。
得

ら
れ
た
デ
ー
タ
を
分
析

し
、
生
物
種
の
増
減
や
生

態
系
の
変
化
を
把
握
す
る

こ
と
で
、
生
物
多
様
性
保

全
の
政
策
に
活
用
す
る
。

調
査
に
は
、
関
係
す
る

研
究
者
、地
域
の
専
門
家
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
多
様
な
人
た
ち

が
協
力
。
５
年
ご
と
に
総

合
解
析
し
、
結
果
を
公
表

し
て
い
る
。

ン
タ
ー
の
処
理
量
は
２
倍
に

な
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
各
国
が
現
在
の
政
策

を
続
け
た
場
合
の
電
力
需
要

量
の
伸
び
は
６
兆
７
６
０
０

億
㌔
㍗
時
、
今
の
需
要
量
の

２
割
以
上
と
の
予
想
で
す
。

そ
の
増
加
分
の
う
ち
Ａ
Ｉ
に

よ
る
需
要
増
は
10

％
以
下
と
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
、
電
気
自
動
車

導
入
、
さ
ら
に
新
興
国
の
経

済
発
展
が
電
力
需
要
量
を
大

き
く
増
や
し
ま
す
が
、
Ｉ
Ｅ

Ａ
は
Ａ
Ｉ
に
よ
る
電
力
需
要

増
の
正
確
な
予
想
は
難
し
い

と
し
て
い
ま
す
。

予
測
が
困
難
な
理
由
は
、

主
に
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
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環
境
省
が
事
務
局
を
務
め
る
２
０
３

０
生
物
多
様
性
枠
組
実
現
日
本
会
議

（
Ｊ
│
Ｇ
Ｂ
Ｆ
）
が
２
０
２
４
年
９
月
、

３
回
目
と
な
る
総
会
を
開
催
し
た
。
Ｊ

│
Ｇ
Ｂ
Ｆ
は
、
経
済
団
体
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
関
係
省
庁
な

ど
約
40
団
体
で
構
成
さ
れ
、
会
長
は
日

本
経
済
団
体
連
合
会
（
経
団
連
）
会
長

が
兼
任
す
る
組
織
。
国
際
会
議
で
採
択

さ
れ
た
「
昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
生

物
多
様
性
枠
組
み
」
な
ど
の
目
標
達
成

に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

総
会
で
は
、
そ
の
国
際
的
枠
組
み
が

目
指
し
て
い
る
長
期
の
４
ゴ
ー
ル
と
短

期
の
23
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
い
う
目
標
を
、

わ
か
り
や
す
い
言
葉
と
図
表
で
示
す

の
各
30
％
を
保
護
地
域
に
す
る
「
30
ｂ

ｙ
30
目
標
」
を
う
た
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
を
「
陸
と
海
を
守
ろ
う
。」
に
し
た
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
15
は
企
業
な
ど
に
対
し
生

物
多
様
性
へ
の
取
り
組
み
を
促
す
内
容

だ
が
、
こ
れ
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
の
真
ん
中

で
取
り
組
も
う
。」
に
し
て
い
る
。

総
会
で
は
、
環
境
省
か
ら
生
物
多
様

性
に
関
す
る
最
近
の
動
向
、
農
林
水
産

省
か
ら
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

に
基
づ
く
取
り
組
み
の
進
捗
、
国
土
交

通
省
か
ら
は
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
推

「
生
物
多
様
性
枠
組
ス
マ
ー
ト
版
」
を

承
認
し
た
。
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

（
自
然
再
興
）
実
現
の
た
め
の
行
動
（
ア

ク
シ
ョ
ン
）
を
幅
広
い
主
体
に
呼
び
か

け
る
狙
い
。

例
え
ば
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
３
は
陸
と
海

自
然
再
興
へ
の
行
動
わ
か
り
や
す
く

進
に
つ
い

て
、
そ
れ

ぞ
れ
報
告

さ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

実
現
の
た
め
の
社
会
経
済
の
あ
り
方
を

議
論
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
食

と
生
物
多
様
性
を
テ
ー
マ
に
し
た
地
域

連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
が
決
め

ら
れ
て
い
る
。

１
９
９
３
年

１
月
、
当
時
27

歳
の
青
年
が
有

限
会
社
を
立
ち

上
げ
た
。
そ
れ

ま
で
個
人
事
業
と
し
て
行
っ

て
い
た
節
電
機
器
の
販
売
を

拡
充
す
る
目
的
だ
っ
た
。
順

調
に
業
績
を
伸
ば
し
、
そ
の

２
年
後
に
新
た
に
株
式
会
社

を
設
立
し
、
高
圧
受
変
電
設

備
24
時
間
監
視
装
置
の
開

発
・
販
売
を
始
め
た
。

▼
今
で
こ
そ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
に
は
多
様
な
支
援
が
向
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ

が
、
か
つ
て
の
産
業
界
、
特

に
電
力
関
連
市
場
に
は
そ
れ

ほ
ど
の
順
風
は
吹
い
て
い
な

い
。
行
く
先
に
は
電
気
設
備

の
保
安
管
理
と
い
う
事
業
分

野
が
見
え
て
い
た
が
、
当
時

そ
こ
は
民
間
企
業
の
参
入
が

許
可
さ
れ
な
い
分
野
。
な
ら

ば
と
有
資
格
者
の
団
体
を
つ

く
り
提
携
す
る
と
い
う
ア
イ

デ
ア
を
具
現
し
、
独
自
に
基

盤
を
広
げ
た
。
電
力
小
売
り

の
自
由
化
後
は
い
ち
早
く
参

入
し
安
定
供
給
を
重
視
し
て

自
社
発
電
所
を
つ
く
っ
た
。

▼
発
電
所
建
設
の
少
し
前
に

半
生
を
記
し
た
自
伝
を
上
梓

し
た
。
そ
の
中
で
若
い
読
者

に
向
け
呼
び
か
け
た
。「
忘

れ
て
ほ
し
く
な
い
。
／
君
と

俺
は
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
と

い
う
こ
と
を
。
／
俺
に
で
き

た
の
だ
か
ら
、
君
に
も
で
き

る
と
い
う
こ
と
を
。
／
俺
に

で
き
る
こ
と
は
、
必
ず
君
に

も
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
。」

▼
馬
本
英
一
と
い
う
青
年
が

創
業
し
た
日
本
テ
ク
ノ
株

式
会
社
は
１
９
９
５
年
の
設

立
。
彼
が
今
も
代
表
取
締
役

を
務
め
、
本
紙
発
行
元
で
も

あ
る
こ
の
会
社
は
、
今
年
で

30
年
の
節
目
を
迎
え
る
。

2024年秋季号 クロスワードパズルの答え

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答

え
は
、
左
の
通
り
で

す
。
水
色
の
二
重
囲

み
マ
ス
に
あ
る
４
つ

の
文
字
を
組
み
合
わ

せ
た
「
デ
マ
ン
ド
」
が

正
解
。
今
回
も
、
８
面

に
楽
し
い
パ
ズ
ル
を
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 （25周年記念サイト）

無 料
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自
治
体
の
挑
戦
【
千
葉
市
】

全
施
設
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
ゼ
ロ
の
電
力

５
企
業
と
電
気
を
つ
な
ぐ
技
術
者
を
た
ず
ね
て
【
郡
司
寛
さ
ん
】

正
確
を
期
し
、
広
い
視
野
で
設
備
状
況
を
把
握

７
日
本
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
導
入
事
例
お
客
様
の
声

Ｍ
＆
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
／
電
気
の
見
え
る
化

８
ギ
フ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
の
逸
品
【
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
ア
ン
フ
ル
ー
ル
】

こ
だ
わ
り
の
洋
菓
子
で
保
護
猫
活
動
を
支
援

連
載
記
事
ほ
か

■ 3
0
th A

N
N
IV
ER
S
A
R
Y
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画
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■
周
年
記
念
特
別
企
画
第
１
弾

３

日
本
テ
ク
ノ
の
あ
ゆ
み
／
経
営
者
メ
ッ
セ
ー
ジ

答えは「デマンド」でした。
多数のご応募ありがとうございました。

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
電
気
に
関
わ
る
仕
事

23アクション「スマート版」提示
2030生物多様性枠組実現日本会議

常葉大学名誉教授 山本隆三

識者コラム

最新
エネルギー市場
展望・課題

２
０
３
０
年
度
に
同
60
万
円

に
増
加
さ
せ
る
。

同
様
に
「
１
人
当
た
り
の

天
然
資
源
消
費
量
」
は
11
・

５
㌧
を
11
㌧
に
、
投
入
さ
れ

る
資
源
全
体
に
占
め
る
循
環

利
用
量
の
割
合
「
入
口
側
の

循
環
利
用
率
」
は
16
％
か
ら

19
％
に
す
る
な
ど
の
目
標
値

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

重
点
分
野
の
１
つ
で
あ
る

資
源
循
環
に
関
す
る
項
目
で

は
、
家
庭
か
ら
廃
棄
さ
れ
る

衣
料
の
量
を
２
０
３
０
年
度

ま
で
に
２
０
２
０
年
度
比
で

そ
れ
ら
を
実
現
さ
せ
る
た

め
の
国
の
取
り
組
み
に
は
地

域
特
性
を
生
か
し
た
資
源
循

環
モ
デ
ル
の
創
出
、
廃
棄
物

再
資
源
化
を
促
す
機
械
化
・

Ａ
Ｉ
導
入
の
支
援
、
資
源
循

環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
づ
く

り
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
か
ら
の
電

子
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
国
内
で
再

資
源
化
す
る
体
制
の
構
築
な

ど
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

25
％
削
減
す
る
こ
と
や
、
航

空
運
送
事
業
者
の
使
用
燃
料

の
10
％
を
２
０
３
０
年
時
点

に
Ｓ
Ａ
Ｆ
（
持
続
可
能
な
航

空
燃
料
）
へ
置
き
換
え
る
こ

と
な
ど
も
記
し
て
い
る
。

廃
棄
物
管
理
の
分
野
で
は

都
道
府
県
お
よ
び
市
町
村
の

そ
れ
ぞ
れ
で
災
害
廃
棄
物
処

理
計
画
策
定
率
を
２
０
３
０

年
度
に
１
０
０
％
に
す
る
な

ど
の
目
標
も
設
定
し
た
。

を
つ
く
る
た
め
の
基
本
原
則

を
定
め
た
法
律
。
２
０
０
０

年
に
成
立
、
公
布
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
で
は
政
策
を
総

合
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る

た
め
、
政
府
に
対
し
「
循
環

型
社
会
形
成
推
進
基
本
計

画
」の
策
定
を
求
め
て
い
る
。

環
境
大
臣
が
中
央
環
境
審
議

会
の
意
見
を
も
と
に
案
を
作

成
し
閣
議
決
定
す
る
。
計
画

は
５
年
ご
と
に
見
直
す
。

循
環
型
社
会
形
成
推
進

基
本
法

廃
棄
物
の
発
生
を
抑
え
資

源
の
循
環
利
用
な
ど
を
進
め

る
こ
と
で
天
然
資
源
の
消
費

が
抑
制
さ
れ
る
循
環
型
社
会

第
５
次
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
計
画
閣
議
決
定

「
循
環
経
済
」国
家
戦
略
に
位
置
づ
け

脱
炭
素
活
動
モ
デ
ル
９
自
治
体
選
定

県
東
広
島
市
、
山
口
県
下
関

市
、
福
岡
県
福
岡
市
、
長
崎

県
五
島
市
。
そ
れ
ぞ
れ
企
業

や
大
学
な
ど
を
共
同
提
案
者

と
し
、
脱
炭
素
の
実
現
と
と

も
に
地
域
の
質
を
向
上
さ
せ

る
計
画
を
策
定
し
た
。

選
考
し
た
委
員
会
に
高
く

評
価
さ
れ
た
の
は
、
脱
炭
素

に
加
え
、
地
域
の
課
題
解
決

と
地
方
創
生
を
同
時
に
実
現

２
０
２
４
年
９
月
、
応
募
さ

れ
た
46
の
提
案
の
う
ち
９
件

を
選
定
し
た
。
今
回
は
５
回

目
の
選
定
作
業
。
前
回
分
ま

で
を
合
わ
せ
82
の
計
画
提
案

が
選
定
さ
れ
て
い
る
。

選
ば
れ
た
９
自
治
体
は
北

海
道
厚
沢
部
町
、
岩
手
県
陸

前
高
田
市
、
岩
手
県
釜
石

市
、
三
重
県
度
会
町
ほ
か
５

町
、
兵
庫
県
神
戸
市
、
広
島

２
０
３
０
年
度
ま
で
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実

現
を
目
指
す
脱
炭
素
先
行
地

域
（
左
欄
用
語
解
説
）
の
事

業
を
進
め
て
い
る
環
境
省
は

す
る
計
画
だ
っ
た
。

陸
前
高
田
市
で
は
不
足
し

て
い
る
電
気
保
安
人
材
を
確

保
す
る
た
め
地
域
新
電
力
会

社
な
ど
と
連
携
し
資
格
取
得

を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
提

案
に
盛
り
込
ん
だ
。
福
岡
市

は
次
世
代
太
陽
電
池
と
い
わ

れ
る
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
の
社

会
実
装
を
見
込
み
、
設
置
に

つ
い
て
は
地
元
施
工
業
者
の

育
成
を
計
画
に
加
え
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
モ
デ
ル

と
な
っ
て「
脱
炭
素
ド
ミ
ノ
」

の
起
点
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

２
０
３
０
年
度
ま
で
に
カ
ー
ボ
ンニュー
ト
ラ
ル

ゴ
は
花
芽
分
化
の
遅
れ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
４
割
程
度
発
生
し

た
。
畜
産
で
は
乳
用
牛
の
乳

量
・
乳
成
分
の
低
下
な
ど
が

１
割
程
度
あ
っ
た
。

レ
ポ
ー
ト
の
公
表
は
農
水

省
の
気
候
変
動
適
応
計
画
に

基
づ
く
も
の
。農
水
省
で
は
、

示
さ
れ
た
影
響
や
適
応
策
を

参
考
に
各
都
道
府
県
で
今
後

も
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る

よ
う
期
待
し
て
い
る
。

の
不
良
や
遅
延
が
発
生
し

た
。
温
州
ミ
カ
ン
に
も
３
割

程
度
の
日
焼
け
果
が
見
ら
れ

た
。
こ
れ
ら
に
は
別
品
種
導

品
種
の
作
付
け
面
積
は
全
国

で
約
18
万
㌶
。
全
体
に
占
め

る
割
合
は
前
年
比
１
・
９
㌽   

増
の
14
・
７
％
だ
っ
た
。

リ
ン
ゴ
や
ブ
ド
ウ
で
は
全

国
で
２
〜
３
割
程
度
の
着
色

程
度
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
発
生
に
対
処
す

る
適
応
策
で
は
、
水
管
理
の

徹
底
、
適
期
移
植
・
収
穫
の

実
施
、
高
温
耐
性
品
種
の
導

入
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
耐
性

影
響
が
大
き
か
っ
た
の
は

水
稲
で
、
出
穂
期
以
降
の
高

温
に
よ
っ
て
コ
メ
が
白
濁
す

る
白
未
熟
粒
が
全
国
で
５
割

程
度
発
生
し
た
と
見
ら
れ

る
。
粒
の
充
実
不
足
も
１
割

入
や
遮
光
資
材
の
活
用
な
ど

適
応
策
が
取
ら
れ
て
い
る
。

ト
マ
ト
は
収
穫
期
の
高
温

で
着
花
・
着
果
不
良
、
イ
チ

水
稲
で
コ
メ
の
白
濁
全
国
約
５
割
に

農
水
省
２
０
２
３
年

地
球
温
暖
化
影
響
調
査
レ
ポ
ー
ト

都
道
府
県
の
協
力
の
も
と
農
業
生
産
現
場
に
お
け
る
気
候
変
動
の
影
響
な
ど
を
ま
と
め

て
い
る
農
林
水
産
省
は
２
０
２
４
年
９
月
、
２
０
２
３
年
の
「
地
球
温
暖
化
影
響
調
査
レ

ポ
ー
ト
」
を
公
表
し
た
。
水
稲
や
果
樹
な
ど
の
農
産
物
で
品
質
の
低
下
が
見
ら
れ
た
。

農畜産物の主な温暖化の影響と適応策

※割合は全国のおおよその数値。農水省発表資料をもとに作成。

種類 影響 割合 主な適応策

水稲
白未熟粒の発生 ５割 水管理の徹底、適

期移植・収穫、高
温耐性品種の導入粒の充実不足 １割

果樹

着色の不良・遅延
（リンゴ） ３割 着色優良品種、着

色を気にしなくて
よい品種の導入着色の不良・遅延

（ブドウ） ２割

日焼け果
（温州ミカン） ３割 遮光資材の活用、

カルシウム剤散布

野菜

着花・着果不良
（トマト） ４割 遮光資材の活用

花芽分化の遅れ
（イチゴ） ４割 新品種の導入

畜産
（乳用牛）

乳量・乳成分の低下 １割 牛舎の送風・換気、
細霧冷房の導入繁殖成績の低下 １割

選定された９件の脱炭素先行地域

的
な
取
り
組
み
の
５
つ
に
関

連
す
る
項
目
を
重
点
分
野
に

設
定
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
目

指
す
べ
き
将
来
像
や
国
が
実

施
す
る
施
策
、
進
展
度
合
い

を
測
る
指
標
と
目
標
値
な
ど

を
示
し
て
い
る
。

循
環
型
社
会
全
体
に
関
す

る
10
の
指
標
も
設
定
し
た
。

そ
の
う
ち
「
資
源
生
産
性
」

は
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

を
天
然
資
源
等
投
入
量
で
割

っ
た
も
の
で
、
１
㌧
の
資
源

か
ら
ど
れ
だ
け
の
価
値
を
生

み
出
す
か
を
示
す
。
目
標
で

は
２
０
２
０
年
度
に
１
㌧
当

た
り
46
万
円
だ
っ
た
も
の
を

計
画
で
は
、
大
量
生
産
・

大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
と
い

う
一
方
通
行
型
の
経
済
社
会

か
ら
、
効
率
的
に
繰
り
返
し

資
源
を
有
効
利
用
す
る
循
環

経
済
（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
）
へ
の
移
行
が
不
可

欠
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を

国
家
戦
略
と
位
置
づ
け
た
。

そ
の
う
え
で
、
持
続
可
能

な
社
会
づ
く
り
、
資
源
循

環
、
地
域
の
循
環
シ
ス
テ
ム

構
築
、
廃
棄
物
管
理
、
国
際

政
府
は
「
循
環
経
済
を
国
家
戦
略
に
」
を
副
題
に
し
た
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
計
画
を
２
０
２
４
年
８
月
、
閣

議
決
定
し
た
。
計
画
の
策
定
は
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法

に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
２
０
０
３
年
の
第
１
次
計

画
か
ら
数
え
て
今
回
は
第
５
次
に
な
る
。
計
画
で
は
２
０
３
０
年
度
ま
で
の
数
値
目
標
を
複
数
分
野
で
設
定
し
た
。

基本計画に示した主な指標（２０３０年度目標）

ウ ナ タ デ
マ ワ シ 　 ン
コ ン ド キ
ユ 　 カ キ 　
ル ー レ ッ ト

自治体 提案タイトル

北海道厚沢部町 風で循環させる世界一素敵な過疎のまち厚沢部～
国産中型風力発電×地域共生モデル事業～

岩手県陸前高田市 脱炭素と資源循環で実現する農林水産業振興～復興の先の創造的産業振興モデル～

岩手県釜石市 「釜石版サステナブルツーリズム」がつなぐ地域脱
炭素プロジェクト

三重県度会町ほか５町 ６町の地域連携で人材や資金を呼び込む！中山間地域一体の脱炭素・資源循環プロジェクト

兵庫県神戸市 震災から３０年、復興プロジェクト「神戸医療産業
都市」を脱炭素で「いのちを守るまち」へ進化

広島県東広島市 次世代のための学園都市型カーボンニュートラル
～住みたい、働きたい、学びたいまち、東広島～

山口県下関市
地域経済のエコロジカルな循環による海峡（環境）
都市づくり～ウォーターフロントから始まるサステ
ナブル・シティ～

福岡県福岡市 大都市型脱炭素チャレンジモデル～ペロブスカイト
太陽電池を中心とした脱炭素化推進プロジェクト～

長崎県五島市
系統混雑エリアへ再エネ導入をさらに進める「地
域アグリゲータ」モデル ～出力制御を地域全体で
マネジメント～

指標 現状 目標
（２０３０年度） 数値の示す内容

資源生産性
（万円／㌧） ４６ ６０

１㌧の天然資源
でどれだけの
価値を生み出
せるかを表す

１人当たりの
天然資源消費量
（㌧／人）

１１.５ １１
循環社会形成
に向け、取り組
みの総体的結
果を表す

再生可能資源・
循環資源の
投入割合（％）

２８ ３４

社会に投入され
る資源全体に
占める再生可
能資源・循環資
源の割合

入口側の
循環利用率
（％）

１６ １９
社会に投入され
る資源全体に
占める循環資
源の割合

出口側の
循環利用率
（％）

42 44
廃棄物発生量
に占める循環
利用量の割合

最終処分量
（百万㌧） １３ １１

埋め立て処分
される廃棄物
の量

循環型社会ビジ
ネスの市場規模
（兆円）

５６ ８０以上
関連ビジネスの
市場。経済的
側面から進捗を
測る

※「現状」は「循環型社会ビジネスの市場規模」のみ２０２１年度、ほ
かは２０２０年度の数値。閣議決定された「第５次循環型社会形成推
進基本計画」をもとに作成。

（ 1 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０２５年 （令和７年） 冬季　第 79号　【季刊】

https://www.n-techno.co.jp/
https://www.nichidenkyo.jp/lp/index_y3
https://econews.jp/article/column/ene_market/
https://econews.jp/glossary/
https://econews.jp/newspaper2/crossword/
https://www.n-techno.co.jp/25th/goods_cd.html
https://www.nichidenkyo.jp/
https://www.nichidenkyo.jp/recruit/seminar/
https://www.n-techno.co.jp/
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食
品
ロ
ス
防
止
ト
ル
ヒ
ー
ヨ
原
則
採
択

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
食
料
安
全
保
障
担
当
相
会
合

奄
美
大
島
マ
ン
グ
ー
ス
根
絶
宣
言

環
境
省
は
２
０
２
４
年
９
月
、

特
定
外
来
生
物
フ
イ
リ
マ
ン
グ
ー

ス
が
奄
美
大
島
か
ら
根
絶
さ
れ
た

と
宣
言
し
た
。
専
門
家
に
よ
る
検

討
会
や
関
係
機
関
か
ら
の
意
見
を

踏
ま
え
判
断
し
た
。

マ
ン
グ
ー
ス
は
ハ
ブ
や
ネ
ズ
ミ

の
駆
除
目
的
で
日
本
に
持
ち
込
ま

れ
奄
美
大
島
に
は
１
９
７
９
年
頃

に
30
匹
程
度
導
入
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
分
布
域
を
広
げ
２
０
０
０
年

に
は
推
定
１
万
匹
に
増
加
。
農
畜

産
被
害
が
発
生
し
、
ア
マ
ミ
ノ
ク

ロ
ウ
サ
ギ
な
ど
希
少
な
固
有
種
が

捕
食
さ
れ
生
態
系
に
も
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。

国
や
自
治
体
は
組
織
的
な
防
除

事
業
を
長
期
間
継
続
し
２
０
１
８

年
４
月
に
最
後
の
１
匹
を
捕
獲
。

以
降
、
生
息
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。
今
回
の
マ
ン
グ
ー
ス
根
絶
は

生
物
多
様
性
保
全
に
お
け
る
重
要

な
成
果
と
し
て
世
界
の
専
門
家
か

ら
も
注
目
さ
れ
外
来
生
物
対
策
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
さ
れ
て
い
る
。

ペ
ッ
ト
業
者
に
法
令
順
守
要
請

生
後
56
日
以
下
の
犬
猫
の
販
売

な
ど
を
禁
止
す
る
動
物
愛
護
法
の

順
守
状
況
を
調
査
し
た
環
境
省
は

２
０
２
４
年
９
月
、
多
く
の
取
引

で
生
年
月
日
の
改
ざ
ん
や
違
法
な

幼
齢
販
売
が
強
く
疑
わ
れ
た
と
し

て
、
ペ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
運
営

な
ど
関
連
業
者
に
対
し
て
法
令
を

順
守
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
自
治

体
に
対
し
て
も
適
切
な
指
導
・
監

督
を
依
頼
し
た
。

調
査
で
は
、
複
数
の
犬
猫
で
均

等
に
な
る
は
ず
の
生
ま
れ
た
曜
日

に
偏
り
が
あ
り
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

開
催
日
に
合
わ
せ
た
改
ざ
ん
が
疑

わ
れ
た
。
体
重
が
把
握
で
き
た
ト

イ
プ
ー
ド
ル
や
チ
ワ
ワ
は
通
常
の

日
齢
時
点
の
平
均
体
重
よ
り
低
い

と
い
う
分
析
結
果
も
出
た
。

民
間
の
生
物
多
様
性
保
全
区
域
認
定

民
間
の
活
動
に
よ
っ
て
生
物
多

様
性
の
保
全
が
図
ら
れ
る
区
域

を
「
自
然
共
生
サ
イ
ト
」
と
し
て

認
定
し
て
い
る
環
境
省
は
２
０
２

４
年
９
月
、
３
回
目
に
な
る
大
臣

認
定
を
69
カ
所
選
定
し
た
。
有
識

者
審
査
に
よ
り
選
ば
れ
た
企
業
の

森
、
里
地
里
山
、
都
市
の
緑
地
な

ど
多
様
な
区
域
で
、
合
計
面
積
は

約
５
０
０
０
㌶
に
な
る
。

自
然
共
生
サ
イ
ト
の
制
度
は
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
陸
と
海
の
各

30
％
以
上
を
保
護
区
域
に
す
る

「
30
ｂ
ｙ
30
目
標
」
の
実
現
に
向

け
策
定
さ
れ
た
。
国
が
管
理
す
る

国
立
公
園
な
ど
以
外
に
も
民
間
主

体
で
保
全
さ
れ
て
い
る
区
域
を
認

定
し
、
健
全
な
生
態
系
が
守
ら
れ

る
エ
リ
ア
を
増
や
す
狙
い
。
認
定

さ
れ
た
区
域
は
、
今
後
重
複
を
除

い
て
生
態
系
保
全
の
国
際
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
る
。

閣
僚
声
明
で
は
、
２
０
２

３
年
に
飢
餓
に
直
面
し
た
人

が
７
億
１
３
０
０
万
〜
７
億

５
７
０
０
万
人
（
11
人
に
１

人
に
相
当
）
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
と
示
す
国
連
機
関
の

報
告
に
触
れ
て
い
る
。
そ
の

う
え
で
、
食
料
安
全
保
障
や

栄
養
の
改
善
の
た
め
に
、
研

究
や
技
術
革
新
を
支
援
し
て

農
業
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る

と
し
た
。

ま
た
、
関
連
分
野
の
能
力

構
築
や
教
育
の
推
進
、
気
候

変
動
対
策
や
生
物
多
様
性
保

全
に
通
じ
る
農
業
・
食
料
シ

ス
テ
ム
の
改
善
、
世
界
貿
易

機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
ル
ー
ル

に
基
づ
く
公
平
な
多
国
間
貿

易
シ
ス
テ
ム
の
実
施
に
向
け

た
取
り
組
み
の
継
続
な
ど
も

う
た
っ
て
い
る
。

声
明
で
も
食
品
ロ
ス
の
防

止
・
削
減
は
表
明
し
て
い
る

が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
取
り

組
み
の
指
針
と
枠
組
み
を
示

す
７
項
目
か
ら
な
る
「
ト
ル

ヒ
ー
ヨ
原
則
」も
採
択
し
た
。

そ
こ
で
は
冒
頭
で
、
世
界

で
生
産
さ
れ
る
食
料
の
３
分

の
１
に
当
た
る
13
億
㌧
が
毎

年
廃
棄
さ
れ
、
一
方
で
30
億

人
以
上
が
十
分
な
量
の
食
料

を
入
手
で
き
て
い
な
い
と
い

う
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ

Ａ
Ｏ
）
の
推
定
を
挙
げ
、
食

品
ロ
ス
防
止
の
重
要
性
を
提

示
。
研
究
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
の
必

要
性
や
、
問
題
に
対
処
す
る

た
め
の
制
度
の
強
化
、
官
民

協
働
で
の
対
策
の
実
施
と
い

っ
た
原
則
を
掲
げ
た
。

会
合
に
は
加
盟
国
の
う
ち

ブ
ル
ネ
イ
と
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
を
除
く
19
カ
国
・
地

域
が
参
加
し
た
。
次
回
は
韓

国
が
議
長
国
を
務
め
る
。

eco topicseco topics
高
山
、
森
林
、
里
地
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
生

態
系
変
化
を
研
究
者
や
市
民
ら
の
協
力
を
も
と
に
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
る
環
境
省
は
２
０
２
４
年
10

月
、
こ
れ
ま
で
20
年
間
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た

情
報
の
要
点
を
ま
と
め
公
表
し
た
。
表
題
は
「
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト
１
０
０
０
第
４
期
と
り
ま
と
め
報

告
書
概
要
版
」。
分
類
ご
と
の
詳
細
な
報
告
書
は
こ

の
後
、
順
次
公
表
さ
れ
る
。

概
要
版
で
は
「
調
査
を
通
し
て
分
か
っ
た
こ
と
」

を
、「
身
近
に
見
ら
れ
る
生
き
物
た
ち
の
減
少
傾
向
」

「
気
候
変
動
の
影
響
」「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
生
態
系

へ
の
影
響
」「
外
来
種
の
拡
大
」「
外
来
種
対
策
の
効

果
」
の
５
項
に
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
う
ち
身
近
な

生
き
物
で
は
、
森
林
や
草
原
な
ど
の
ス
ズ
メ
・
ヒ
バ

リ
、
沿
岸
域
な
ど
の
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
、
小
島
嶼し

ょ

で

の
カ
モ
メ
類
が
減
少
傾
向
に
あ
る
と
示
し
た
。

こ
れ
ら
は
重
要
生
態
系
監
視
地
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

推
進
事
業
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト
１
０
０
０
：
１

面
用
語
解
説
参
照
）
の
一
環
。
２
０
０
３
年
度
か
ら

全
国
約
１
０
０
０
地
点
で
実
施
し
て
い
る
。

容
量
市
場
は
、
将
来
の
供
給
力
を

取
引
す
る
場
と
し
て
、
２
０
２
０
年

に
開
設
さ
れ
た
新
し
い
市
場
。
そ
の

背
景
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
再
エ
ネ
）
の
拡
大
や
電
力
自
由
化

に
よ
る
電
源
の
多
様
化
が
あ
る
。

自
然
条
件
に
左
右
さ
れ
る
再
エ
ネ

の
発
電
割
合
が
増
え
る
と
、
そ
れ
を

調
整
す
る
た
め
の
安
定
電
源
が
不
可

欠
に
な
る
。
例
え
ば
、
夜
間
や
天
候

不
良
の
と
き
は
太
陽
光
の
発
電
量
が

低
下
す
る
た
め
火
力
発
電
の
出
力
を

増
や
す
。
そ
れ
に
は
一
定
量
の
火
力

発
電
設
備
を
確
保
し
て
お
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
設
備
の
維
持
・
管
理

に
は
人
件
費
や
修
繕
費
な
ど
多
く
の

費
用
が
か
か
り
、
経
年
劣
化
す
れ
ば

新
設
や
建
て
替
え
も
必
要
だ
。

一
方
で
、
再
エ
ネ
の
拡
大
や
電
力

定
す
る
。
気
象
や
災
害
に
よ
る
リ
ス

ク
も
考
慮
し
「
調
達
す
べ
き
電
力
」

を
割
り
出
す
。
そ
れ
を
賄
う
た
め
の

電
源
を
シ
ン
グ
ル
プ
ラ
イ
ス
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
で
募
集
す
る
。

こ
れ
に
応
募
す
る
主
な
売
り
手
は

発
電
事
業
者
だ
が
、
蓄
電
池
や
Ｄ
Ｒ

（
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
）
な
ど
の

リ
ソ
ー
ス
も
対
象
と
な
る
。
買
い
手

は
広
域
機
関
で
、
国
全
体
で
必
要
な

４
年
後
の
供
給
力
を
一
括
で
確
保
す

る
こ
と
に
な
る
。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
４
年
後
の
実
需
給

期
間
に
な
る
と
発
電
事
業
者
か
ら
小

売
電
気
事
業
者
へ
必
要
な
電
力
量
が

提
供
さ
れ
る
。
小
売
電
気
事
業
者
は

そ
の
対
価
と
し
て
電
力
量
に
応
じ

た
「
容
量
拠
出
金
」
を
広
域
機
関
に

支
払
い
、
広
域
機
関
で
は
こ
れ
を
も

と
に
発
電
事
業
者
に
「
容
量
確
保
契

約
金
額
」
を
支
払
う
。
発
電
事
業
者

は
、
こ
の
金
額
を
原
資
に
発
電
所
の

維
持
・
管
理
を
行
う
。

２
０
２
０
年
７
月
、
第
１
回
の

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
２
０

２
４
年
度
分
の
約
定
総
容
量
と
し
て

１
億
６
７
６
９
万
㌔
㍗
、
約
定
総
額

１
兆
５
９
８
７
億
円
が
確
定
し
た
。

直
近
の
公
表
値
は
２
０
２
７
年
度

分
。
約
定
総
容
量
は
１
億
６
７
４
５

万
㌔
㍗
、
約
定
総
額
は
１
兆
３
１
４

０
億
円
だ
っ
た
。

前
回
は
電
力
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
「
調
整
力
」
を
取
引
す
る

需
給
調
整
市
場
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
今
回
は
国
全
体
で
必
要
に
な
る
電
気
の

供
給
力
を
扱
う
「
容
量
市
場
」
の
概
要
を
開
設
背
景
と
と
も
に
見
て
い
く
。

 第８回

容量市場

多様化する多様化する多様化する
電力市場電力市場電力市場
多様化する
電力市場
多様化する多様化する多様化する
電力市場
多様化する
電力市場
多様化する
電力市場
多様化する多様化する多様化する
電力市場
多様化する
解　説

２
０
３
０
年
代
後
半
と
想
定
さ

れ
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
廃
棄
の
ピ
ー

ク
に
向
け
て
環
境
省
は
２
０
２
４

年
８
月
、
設
備
の
リ
サ
イ
ク
ル
や

適
正
処
理
の
指
針
に
な
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
第
３
版
を
公
表
し
た
。
２

０
１
６
年
の
第
１
版
、
２
０
１
８

年
の
第
２
版
に
続
く
３
回
目
の
策

定
。
関
係
者
に
対
す
る
周
知
の
徹

底
、
発
電
終
了
設
備
の
安
全
保
持

と
い
っ
た
有
識
者
会
議
で
出
た
要

請
に
応
え
る
形
で
改
訂
し
た
。

使
用
済
み
太
陽
光
発
電
設
備
の

取
り
扱
い
、
解
体
・
撤
去
、
リ
ユ
ー

ス
、
収
集
・
運
搬
、
リ
サ
イ
ク
ル
、

埋
め
立
て
処
分
と
い
っ
た
処
理
全

体
の
流
れ
を
押
さ
え
、
所
有
者
や

解
体
・
撤
去
業
者
、
リ
サ
イ
ク
ル

業
者
な
ど
関
係
者
ご
と
に
関
連
す

る
内
容
を
ま
と
め
た
。

太
陽
光
発
電
設
備
は
一
般
に
金

属
、
ガ
ラ
ス
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な

ど
産
業
廃
棄
物
品
目
の
混
合
物
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
る
た
め
、
所
有

者
は
そ
れ
ら
の
許
可
品
目
を
持
つ

業
者
に
処
理
を
委
託
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
っ
た
具
合
に
整

理
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
平
時
の
処
理
に
加
え

て
、
災
害
時
の
解
体
・
撤
去
作
業

の
流
れ
と
い
っ
た
設
備
の
取
り
扱

い
に
も
触
れ
て
い
る
。

使用済み太陽光設備 廃棄の指針
き
方
や
書
類
提
出
の
サ
ポ
ー
ト
も

行
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
活
動
に
よ
っ
て
強
固

な
組
織
を
構
築
し
、
そ
こ
に
賛
同

す
る
一
人
ひ
と
り
の
技
術
者
が
当

社
の
「
ま
も
る
」
事
業
を
支
え
る

と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
の
骨
組
み
だ
。

　
　
　
　

　
　
　
　

そ
れ
で
も
現
在
は
、
電
気
保
安

業
界
の
人
材
不
足
が
深
刻
化
し
始

め
て
い
る
と
い
う
実
情
が
あ
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の
急

増
な
ど
で
、
保
守
・
点
検
が
必
要

な
設
備
は
増
え
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
、
少
子
高
齢
化
や
保
安
業
務

の
認
知
度
不
足
で
技
術
者
人
材
は

減
少
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
は
業
界
全
体
ひ
い
て
は
社

会
全
体
の
課
題
で
も
あ
り
、
国
も

資
格
試
験
回
数
を
増
や
し
た
り
、

必
要
経
験
年
数
短
縮
の
た
め
の
講

日
本
テ
ク
ノ
は
２
０
２
５
年
４

月
４
日
に
設
立
30
年
を
迎
え
る
。

こ
れ
ま
で
の
道
の
り
、
社
会
も
当

社
も
、
一
言
で
は
語
り
尽
く
せ
な

い
劇
的
な
変
化
の
と
き
を
刻
ん
で

き
た
。
そ
の
事
業
変
遷
の
あ
り
さ

ま
は
、
今
号
特
別
企
画
の
記
事
で

紹
介
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
高
圧
受
変
電
設
備

24
時
間
監
視
装
置
「
Ｅ
Ｓ
シ
ス
テ

ム
」
の
開
発
・
販
売
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
電
力
の
ト
ー
タ
ル
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
ま
で
拡

習
を
実
施
す
る
事
業
者
の
募
集
な

ど
対
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

こ
れ
に
応
え
、
当
社
も
実
務
短

縮
講
習
を
実
施
で
き
る
施
設
と
担

当
者
を
用
意
し
、「
保
安
管
理
業

務
講
習
実
施
者
」
と
し
て
の
要
件

確
認
を
受
け
た
。
神
奈
川
県
相
模

原
市
に
所
有
す
る
ソ
ー
ラ
ー
パ

ワ
ー
ビ
ル
に
続
き
名
古
屋
で
も
開

催
。
今
後
は
東
京
、
大
阪
、
福
岡
、

札
幌
な
ど
、
全
国
に
順
次
拡
大
し

て
い
く
予
定
だ
。

「
ま
も
る
」
分
野
の
事
業
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
刻
み
つ
け
ら
れ
た

30
年
の
節
目
。
支
え
て
く
れ
た
の

は
多
く
の
技
術
者
だ
。
こ
れ
か
ら

も
彼
ら
が
保
安
・
点
検
に
注
力
で

き
る
環
境
整
備
を
怠
ら
ず
、
お
客

様
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
と
し
て
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
み
た
い
と
考
え
る
。

「まもる」分野の事業展開
支える技術者を支援し続ける

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協（
以

下
、
協
力
会
）
で
あ
る
。

当
社
が
営
業
活
動
に
よ
り
開
拓

し
た
お
客
様
の
電
気
設
備
を
、
専

門
的
に
「
ま
も
る
」
実
務
は
、
協

力
会
の
技
術
者
が
担
当
す
る
。
技

術
者
は
新
規
開
拓
と
い
っ
た
仕
事

か
ら
解
放
さ
れ
、
保
守
・
点
検
な

ど
本
来
の
業
務
に
専
念
で
き
る
。

お
客
様
と
の
間
の
契
約
書
類
の
作

成
な
ど
手
間
の
か
か
る
面
倒
な
事

務
作
業
も
当
社
が
支
援
す
る
。

日
本
テ
ク
ノ
に
よ
る
継
続
的
な

募
集
活
動
も
行
う
。
そ
の
た
め
常

に
受
け
入
れ
可
能
な
状
態
を
用
意

す
る
。
現
場
経
験
が
少
な
い
人
に

も
自
信
を
持
っ
て
点
検
業
務
に
従

事
し
て
も
ら
え
る
よ
う
入
会
時
研

修
を
は
じ
め
多
数
の
実
務
研
修
を

実
施
。
電
気
主
任
技
術
者
と
し
て

の
登
録
時
に
必
要
な
経
歴
書
の
書

環境省 ガイドライン第３版 公表

大
さ
せ
て
い
っ
た
業
容
の
中
で
、

ほ
か
の
電
気
事
業
者
に
は
な
い
強

み
の
１
つ
、
電
気
設
備
の
保
安
管

理
を
担
う
「
ま
も
る
」
分
野
の
事

業
展
開
を
追
っ
て
み
た
い
。

　
　
　
　

　
　
　
　

現
在
で
は
、
当
社
の
働
き
か
け

な
ど
に
よ
り
民
間
企
業
の
参
入
が

許
さ
れ
て
い
る
分
野
だ
が
、
か
つ

て
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
お
客
様
の
本
当
の
望

み
に
応
え
る
た
め
に
は
、
技
術
者

が
電
気
設
備
を
し
っ
か
り
「
ま
も

る
」
と
い
う
事
業
へ
の
着
手
は
、

避
け
て
通
れ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
有
資
格
者
で
あ
る
電

気
主
任
技
術
者
の
組
織
を
結
成

し
、
そ
の
団
体
に
所
属
す
る
技
術

者
と
当
社
が
提
携
し
て
保
安
管
理

業
務
を
遂
行
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
つ
く
っ
た
。
現
在
の

環
境
省

全
国
約
１
０
０
０
地
点
の
生
態
系
変
化
状
況
と
り
ま
と
め

電
気
の
供
給
力
を
確
保
す
る
市
場

自
由
化
に
よ
り
、
つ
く
っ
た
電
気
の

市
場
価
格
は
低
下
傾
向
に
あ
る
。
発

電
事
業
者
は
多
大
な
設
備
コ
ス
ト
の

回
収
予
測
が
立
て
に
く
く
、
新
た
な

投
資
も
難
し
い
。
こ
の
流
れ
が
進
め

ば
安
定
電
源
の
供
給
力
は
不
足
し
、

再
エ
ネ
の
発
電
量
低
下
時
や
、
夏
・

冬
の
需
給
逼
迫
時
な
ど
を
中
心
に
深

刻
な
電
力
不
足
が
危
ぶ
ま
れ
る
。

こ
う
し
た
問
題
の
解
決
策
と
し
て

考
え
ら
れ
た
の
が
「
容
量
市
場
」
だ
。

電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
（
広
域

機
関
）
が
運
営
す
る
、
４
年
後
の
将

来
に
必
要
と
さ
れ
る
供
給
力
を
取
引

す
る
場
。
運
営
主
体
は
、
ス
ポ
ッ
ト

市
場
な
ど
を
開
く
日
本
卸
電
力
取
引

所
（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
）
と
は
異
な
る
。

ま
ず
広
域
機
関
が
４
年
後
に
使
わ

れ
る
見
込
み
の
最
大
需
要
電
力
を
算

日
米
中
や
ロ
シ
ア
な
ど
21
カ
国
・
地
域
が
参
加
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議

（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
第
９
回
食
料
安
全
保
障
担
当
相
会
合
が
２
０
２
４
年
８
月
、
ペ
ル
ー

の
ト
ル
ヒ
ー
ヨ
で
開
催
さ
れ
、
農
林
水
産
省
が
そ
の
結
果
概
要
を
公
表
し
た
。
会
合
で

は
食
料
安
全
保
障
の
確
保
な
ど
に
関
す
る
閣
僚
声
明
と
と
も
に
、
食
品
ロ
ス
の
防
止
や

削
減
の
た
め
の
「
ト
ル
ヒ
ー
ヨ
原
則
」
を
採
択
し
て
い
る
。

トルヒーヨ原則が示した７項目

閣僚声明のポイント

１ 制度的枠組みの強化

２ 官民パートナーシップおよび関連する
関係者との調和の推進

３ 研究、イノベーション、テクノロジー、
デジタル化の促進

４ 能力構築、認識、教育の促進

５ データの収集および知識の管理の改善

６ 物理的インフラへの投資促進を可能
にする環境の整備

７ 食料の救済および寄付

こ
の
新
設
し
た
区
分
に
対
し
て
基

礎
情
報
の
届
出
な
ど
保
安
管
理
の

ル
ー
ル
を
２
節
の
条
文
で
定
め
て

い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
設
備
の
導
入
増
に
伴
う
事
故
な

ど
に
対
応
し
た
改
正
だ
。

４
項
は「
自
家
用
電
気
工
作
物
」

の
定
義
。
事
業
用
電
気
工
作
物
の

う
ち
、電
気
事
業
（
一
般
送
配
電
、

送
電
、
配
電
、
特
定
送
配
電
、
発

電
の
一
部
）
に
用
い
ら
れ
る
も
の

以
外
を
指
す
。
自
家
用
発
電
設
備

や
、
高
圧
受
電
の
工
場
・
ビ
ル
、

特
別
高
圧
の
大
規
模
工
場
・
施
設

と
い
っ
た
場
所
で
使
わ
れ
る
電
気

設
備
が
相
当
す
る
。

重
要
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
電
気
設

備
に
は
、
安
全
な
運
用
が
継
続
で

き
る
よ
う
、
保
安
な
ど
に
関
す
る

規
制
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
だ

が
、
す
べ
て
に
画
一
的
な
ル
ー
ル

を
課
す
の
は
適
切
で
は
な
い
た

め
、
使
用
状
況
や
規
模
な
ど
に
よ

っ
て
区
分
け
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保

安
規
制
を
定
め
て
い
る
。
一
定
の

技
術
基
準
へ
の
適
合
義
務
な
ど
具

体
的
な
規
制
は
次
回
解
説
す
る
２

節
お
よ
び
３
節
に
記
さ
れ
る
。

３
項
は
２
０
２
２
年
６
月
に
成

立
し
た
「
高
圧
ガ
ス
保
安
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
で
、
関

連
す
る
電
気
事
業
法
に
も
加
え
ら

れ
た
も
の
。１
項
で
示
さ
れ
た「
小

規
模
発
電
設
備
」
の
う
ち
一
定
出

力
（
太
陽
電
池
＝
10
㌔
㍗
以
上
50

㌔
㍗
未
満
、風
力
＝
20
㌔
㍗
未
満
）

の
設
備
が
「
小
規
模
事
業
用
電
気

工
作
物
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

２
項
は
「
事
業
用
」
の
定
義
。

短
い
条
文
な
の
で
略
さ
ず
引
用
す

る
と
〈
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
事

業
用
電
気
工
作
物
」
と
は
、
一
般

用
電
気
工
作
物
以
外
の
電
気
工
作

物
を
い
う
。〉
で
あ
る
。
文
字
通

り
の
意
味
で
、「
一
般
用
」
以
外
、

発
電
所
、
変
電
所
、
送
配
電
設
備
、

工
場
や
ビ
ル
の
高
圧
設
備
な
ど
す

べ
て
が
含
ま
れ
る
。

３
章
「
電
気
工
作
物
」
を
構
成

す
る
の
は
、
１
節
「
定
義
」、
２

節
「
事
業
用
電
気
工
作
物
」、
３

節
「
一
般
用
電
気
工
作
物
」
の
３

つ
の
節
。
こ
こ
で
見
て
い
く
１
節

の
条
文
は
38
条
の
１
つ
だ
け
で
、

そ
こ
に
並
べ
ら
れ
た
４
項
で
各
用

語
を
定
義
し
て
い
る
。

な
お
、
１
章
の
２
条
に
記
さ
れ

た
「
電
気
工
作
物
」
の
定
義
は
、

発
電
、
蓄
電
、
変
電
、
送
電
、
配

電
、
お
よ
び
電
気
使
用
の
た
め
に

設
置
す
る
工
作
物
（
機
械
、器
具
、

ダ
ム
、
水
路
、
貯
水
池
、
電
線
路

な
ど
）
だ
っ
た
。
こ
こ
で
は
い
わ

ば
そ
の
内
訳
が
示
さ
れ
る
。

電
気
工
作
物
は
大
き
く
「
一
般

用
電
気
工
作
物
」
と
「
事
業
用
電

気
工
作
物
」
に
分
け
ら
れ
る
。
１

項
で
は
、そ
の
う
ち
の
「
一
般
用
」

を
定
義
す
る
。
概
略
す
れ
ば
比
較

的
電
圧
が
小
さ
く
安
全
性
が
高
い

設
備
の
こ
と
で
、
一
般
家
庭
や
商

店
な
ど
の
屋
内
配
線
、
家
庭
用
の

太
陽
光
発
電
な
ど
が
相
当
す
る
。

条
文
で
は
、
発
電
所
内
や
危
険
物

の
あ
る
場
所
以
外
の
同
一
構
内
に

設
置
す
る
も
の
な
ど
と
定
め
て
い

る
。
ま
た
、
低
圧
で
用
い
る
一
定

の
発
電
用
機
器
を
「
小
規
模
発
電

設
備
」
と
定
義
し
て
い
る
の
も
こ

の
項
だ
。

電
気
工
作
物
を
区
分
し
て
そ
れ
ぞ
れ
を
規
定

概観

電 事電 事事気事事業業業法

　電気事業法（電事法）の概要を紹介する連載の
第９回。前回概観した「２章の２」に続く「３章」を
見ていく。１章「総則」の２条で定義されている「電
気工作物」を細分化し、区分ごとの規定を示した章
だ。３節あるこの章の、最初の節を今回、残る２節
を次回と、２回に分けて解説していく。
　これまでと同様、記事作成において参照したの
は、政府のサイト「e-Gov法令検索」で施行日を
２０２４年４月１日に設定した電気事業法の条文。

第
９
回

電
気
工
作
物
の
定
義

電
気
工
作
物

電事法の構成／電気工作物の区分

電気事業法
章 １ ２ ２の２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

見
出
し

総
則

電
気
事
業

電
気
使
用
者
情
報
の

利
用
及
び
提
供

電
気
工
作
物

土
地
等
の
使
用

電
力
・
ガ
ス
取
引

監
視
等
委
員
会

登
録
適
合
性
確
認
機
関
、
登
録

安
全
管
理
審
査
機
関
、
指
定
試

験
機
関
及
び
登
録
調
査
機
関

卸
電
力
取
引
所

雑
則

罰
則

節 １ ２ ３

見出し 定義 事業用電気工作物 一般用電気工作物

前回までの解説分

電
気
工
作
物
を
区
分

※経済産業省サイト掲載図をもとに作成。

事
業
用

電
気
工
作
物

高圧

自家用電気工作物発電所

変電所

蓄電所

配電用変電所

発電所 自家発

自家発
大工場

工場・ビル

低圧

特別高圧

小規模発電設備

送
電

配
電

一
般
用

電
気
工
作
物

柱上変圧器
小規模事業用電気工作物
１０～５０kWの太陽電池発電
２０kW未満の風力発電

住宅、商店、小工場

上記以外の小規模発電設備

◆  食料安全保障や栄養改善のため研究、技
術革新を支援し農業生産性を向上させる。

◆ 食品ロスの防止・削減に取り組む。
◆ 関連分野の能力構築や教育を促進する。
◆ 気候変動対策や生物多様性保全に通じる
農業・食料システムの改善を進める。

◆ 世界貿易機関（WTO）を中核としたルー
ルに基づく、多国間貿易システムの取り組
みを継続。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
価
格
な

ど
を
決
め
る

小
売
電
気
事
業
者
か
ら

拠
出
金
を
集
め
る

発
電
事
業
者
に
容
量
確
保

契
約
金
額
を
支
払
う

入札

発電所など

○○円で
○○kW確保
します

容
量
市
場

（
広
域
機
関
）

入札の結果をまとめ
価格などを決定 ¥¥

小売電気事業者

容
量
市
場

（
広
域
機
関
）

需要に応じた
金額を受領

（容量拠出金）
¥¥ 提

供
を
受
け
た

分
の
○
○
円
を

払
い
ま
す

発電所など

容
量
市
場

（
広
域
機
関
） ¥¥

供
給
力
を
提
供
し
た
対

価
の
支
払
い

（
容
量
確
保
契
約
金
額
）

容量市場のイメージ

※電力広域的運営推進機関 公表資料をもとに作成。
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https://www.n-techno.co.jp/recruit/electrician/sennin.html
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世
の
中
に
な
い
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る

設
立
は
１
９
９
５
年
。
翌
年
、
現
在
の
事
業

の
礎
と
な
る
高
圧
受
変
電
設
備
24
時
間
監
視
装

置
「
Ｅ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
」（
下
段
・
写
真
❶
）
を

開
発
・
販
売
開
始
し
た
。
開
発
前
、
社
長
の
馬

本
英
一
は
対
象
の
お
客
様
が
真
に
望
む
サ
ー
ビ

ス
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
回
っ
た
。
聞
こ
え
て
き

た
の
は
「
本
当
に
心
配
な
の
は
不
慮
の
事
故
。

停
電
や
漏
電
な
ど
突
発
的
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
対

応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
ほ
し
い
」の
声
だ
っ
た
。

当
時
そ
ん
な
シ
ス
テ
ム
は
な
い
。
な
ら
ば
世

の
中
に
な
い
商
品
を
つ
く
り
出
す
と
決
め
た
。

切
り
開
い
て
き
た
30
年
の
原
点
で
あ
る
。

停
電
、
漏
電
の
発
生
、
変
圧
器
の
温
度
を
24

時
間
・
３
６
５
日
監
視
す
る
Ｅ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
は

予
想
通
り
受
け
入
れ
ら
れ
た
。そ
れ
と
同
時
に
、

シ
ス
テ
ム
か
ら
の
情
報
を
常
時
受
け
取
れ
る
監

視
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
る
体
制
も
整
備
し
た
。

さ
ら
に
日
本
電
気
保
安
サ
ー
ビ
ス
協
会
（
現

「
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
」）
を
立
ち
上

げ
、
所
属
す
る
技
術
者
に
保
安
点
検
業
務
を
紹

介
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
始
動
。
１

９
９
７
年
に
は
受
電
設
備
の
不
具
合
で
損
害
が

発
生
し
た
場
合
、
機
器
代
金
な
ど
を
保
証
す
る

サ
ー
ビ
ス
も
開
始
し
、
今
に
続
く
お
客
様
の
電

気
を
「
ま
も
る
」
体
制
が
整
っ
た
。

省
エ
ネ
活
動
や
民
間
参
入
も
切
り
開
く

そ
の
後
、
高
圧
需
要
家
に
デ
マ
ン
ド
制
度
が

導
入
さ
れ
て
い
く
。
デ
マ
ン
ド
の
上
昇
を
抑
え

れ
ば
電
気
料
金
低
減
が
図
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
こ
で
２
０
０
２
年
、
Ｅ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
に

デ
マ
ン
ド
が
上
昇
し
そ
う
な
と
き
パ
ト
ラ
ン

プ
（
写
真
❷
）
の
警
報
と
指
定
番
号
に
電
話
を

か
け
警
告
す
る
機
能
を
追
加
し
た
。「
Ｅ
Ｓ
シ

ス
テ
ム
Ｄ
Ｎ
Ａ
」
と
名
づ
け
た
省
エ
ネ
活
動
を

切
り
開
く
ツ
ー
ル
だ
（
現
在
の
主
装
置
「
Ｅ
Ｓ

Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
」）。

同
年
、
馬
本
は
経
済
産
業
省
主
催
の
会
合
で

電
気
保
安
業
務
へ
の
民
間
企
業
参
入
の
必
要
性

を
訴
え
て
い
る
。
そ
の
働
き
か
け
に
よ
り
２
０

０
４
年
か
ら
民
間
参
入
の
門
戸
は
開
か
れ
た
。

新
聞
創
刊
か
ら
電
力
小
売
り
開
始
ま
で

２
０
０
５
年
、
本
紙
・
環
境
市
場
新
聞
を
創

刊
。
こ
の
年
に
日
本
卸
電
力
取
引
所
（
Ｊ
Ｅ
Ｐ

Ｘ
）
で
電
力
の
取
引
が
始
ま
り
、
高
圧
電
力
の

小
売
り
が
自
由
化
さ
れ
て
い
る
。

２
０
０
６
年
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
電

力
の
使
用
状
況
を
確
認
で
き
る
「
デ
マ
ン
ド
閲

覧
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供
開
始
。
電
気
を
「
理わ

解か

る
化
」
す
る
仕
組
み
を
整
え
た
。

２
０
０
７
年
、
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
向
け
自
動
検

針
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
」
を
提
供
開

始
。
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
に
は
煩
雑
な
請
求
作
業
が

あ
り
、
入
居
者
に
は
不
透
明
な
算
出
金
額
に
疑

問
が
あ
っ
た
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
の
電
気
料
金
管
理

を
ク
リ
ア
に
す
る
も
の
。
こ
れ
も
原
点
の
Ｅ
Ｓ

シ
ス
テ
ム
同
様
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
サ
ー
ビ
ス

だ
っ
た
。
ま
た
こ
の
年
は
経
産
省
へ
特
定
規
模

電
気
事
業
者
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
／
新
電
力
）
の
届
出
と

Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
へ
の
会
員
登
録
を
行
っ
て
い
る
。

警
報
を
発
す
る
パ
ト
ラ
ン
プ
に
代
わ
り
画
面

表
示
や
音
声
で
電
気
の
使
用
状
況
を
知
ら
せ
る

「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
」
モ
ニ

タ
ー
（
以
下
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
）
の
発
売
は
２
０
０

８
年
（
写
真
❸
）。
デ
マ
ン
ド
設
定
値
も
モ
ニ

タ
ー
上
で
変
更
可
能
に
な
り
、
そ
れ
ら
は
わ
か

り
や
す
い
電
気
の
「
見
え
る
化
」
機
能
と
し
て
、

現
在
に
至
る
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

電
力
小
売
り
事
業
を
開
始
し
た
の
は
２
０
０

９
年
。
東
京
エ
リ
ア
か
ら
開
始
し
２
０
１
０
年

に
九
州
、
東
北
と
広
げ
、
２
０
１
８
年
の
沖
縄

で
全
国
10
エ
リ
ア
の
供
給
体
制
が
整
っ
た
。

「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」
登
場

事
務
所
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
と
は
別
に
製
造
現
場
な
ど
で
皆
が
一
目
で
わ

か
る
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
声
に

応
え
た
の
が「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」（
写

真
❹
）だ
。
２
０
１
１
年
に
販
売
を
開
始
し
た
。

周
囲
に
高
輝
度
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
配
置
し
、
電
気
の
使

用
量
の
変
化
が
一
目
で
わ
か
る
時
計
で
あ
る
。

設
定
値
の
89
％
以
下
な
ら
良
好
（
緑
色
）、

90
〜
99
％
だ
と
注
意
（
黄
色
）、
１
０
０
％
を

超
え
る
と
赤
く
光
り
注
意
を
促
す
。
交
通
信
号

機
の
よ
う
で
直
感
的
に
わ
か
り
や
す
く
、
皆
が

目
に
す
る
時
計
だ
。
こ
れ
に
よ
り
事
業
場
で
働

く
多
く
の
人
が
電
気
の
使
い
方
を
意
識
す
る
環

境
が
整
っ
た
。
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
は

２
０
２
５
年
現
在
、
有
機
Ｅ
Ｌ
表
示
を
２
段
に

し
、
さ
ら
に
時
計
の
針
を
半
透
明
の
素
材
に
変

更
す
る
な
ど
進
化
を
重
ね
て
い
る
（
写
真
❺
）。

自
社
電
源
を
充
実
さ
せ
る

２
０
０
９
年
か
ら
の
電
力
小
売
り
事
業
で
重

㍗
級
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
所
・
写
真
❻
）、
２
０

１
３
年
に
子
会
社
の
日
本
テ
ク
ノ
パ
ワ
ー
株

式
会
社
に
よ
る
「
い
ば
ら
き
太
陽
光
発
電
所
」、

２
０
１
５
年
に
袖
ケ
浦
と
同
等
の
火
力
発
電
で

あ
る
新
潟
県
上
越
市
の
「
日
本
テ
ク
ノ
上
越
グ

リ
ー
ン
パ
ワ
ー
」（
写
真
❼
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ

建
設
し
営
業
運
転
を
開
始
し
た
。
２
０
２
１
年

に
は
茨
城
県
那
珂
市
の
那
珂
瓦
斯
発
電
所
を
取

得
し
、
２
０
２
３
年
に
「
日
本
テ
ク
ノ
那
珂
グ

リ
ー
ン
パ
ワ
ー
」
に
名
称
変
更
し
て
い
る
。

感
謝
を
込
め
た
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ

順
調
に
業
容
を
拡
大
す
る
２
０
０
９
年
「
日

本
一
の
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
企
業
を
め
ざ

す
」
を
目
標
に
掲
げ
た
。
そ
の
達
成
に
向
け
、

シ
ス
テ
ム
の
販
売
で
終
わ
ら
せ
ず
そ
の
後
も
ア

フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
続
け
て
電
気
に
関
す
る
困

り
事
の
相
談
に
乗
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
１
・
２
・
３
」

の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
現
在
は
担
当
営
業

や
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
キ
ャ
デ
ィ
が
定
期
的
に
訪
問
し
、

お
客
様
の
省
エ
ネ
活
動
を
支
え
て
い
る
。

２
０
１
６
年
に
は
現
在
の
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ

ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
」に
至
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
。

当
社
が
発
行
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ポ
イ
ン
ト
数
に
応

じ
て
、
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
商
品
を
選
び
、

受
け
取
れ
る
サ
ー
ビ
ス
だ
。感
謝
を
込
め
た「
ギ

フ
ト
」
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
商
品
は
日
本
テ

ク
ノ
の
お
客
様
か
ら
提
供
さ
れ
る
も
の
。
注
文

が
あ
れ
ば
そ
の
お
客
様
の
売
上
に
な
る
。
２
０

２
４
年
10
月
末
時
点
で
７
７
２
社
・
総
計
１
２

６
１
品
の
ギ
フ
ト
を
掲
載
し
て
い
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
は
ま
だ
続
く
。
２
０
１

９
年
か
ら
は
、
お
客
様
同
士
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
結

び
つ
け
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ
ａ
ｐ
」
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
。
後
継
者
問
題
で
悩
む
経
営
者
に
対
す

る
Ｍ
＆
Ａ
仲
介
を
は
じ
め
、
新
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
開
発
を
視
野
に
入
れ
た
資
本
提
携
、
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
化
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

お
客
様
と
と
も
に
考
え
て
い
る
。

そ
し
て
設
立
30
周
年
の
２
０
２
５
年
。
こ
れ

ま
で
、
お
客
様
の
声
を
頼
り
に
道
を
切
り
開
い

て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
姿
勢
は
変
え
ず
、

さ
ら
な
る
躍
進
を
通
じ
て
お
客
様
に
貢
献
す
る

こ
と
を
誓
い
た
い
。

これまでも、これからも。
お客さまの利便性を高める
商品・サービスを追求

真
に
望
む
声
を
羅
針
盤
に
し
な
が
ら

躍
進
を
通
じ
て
貢
献
し
続
け
て
い
く

視
し
た
の
は
電
力
の
安
定
供
給
だ
っ
た
。
２
０

１
０
年
に
発
電
事
業
者
の
株
式
会
社
フ
ェ
ス

コ
パ
ワ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
滋
賀
の
全
株
式
を
取

得
す
る
な
ど
安
定
電
源
の
確
保
に
努
め
た
。

そ
う
し
た
中
の
２
０
１
１
年
、
東
日
本
大
震

災
が
起
き
る
。
各
地
で
計
画
停
電
が
実
施
さ
れ

電
力
供
給
が
危
ぶ
ま
れ
た
。
そ
れ
で
も
電
気
事

業
者
の
責
務
と
し
て
お
客
様
に
迷
惑
を
か
け
て

は
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
、
さ
ら
な
る
自
社
電

源
の
充
実
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
、
発
電
所
の

建
設
に
着
手
し
た
。

２
０
１
２
年
に
千
葉
県
袖
ケ
浦
市
の
「
日
本

テ
ク
ノ
袖
ケ
浦
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
」（
11
万
㌔

　日本テクノは2025 年 4 月 4日、設立 30 年を迎える。高圧受変
電設備 24時間監視装置「ESシステム」の開発・販売開始以来、「お
客様にどんな商品やサービスを提供すれば喜ばれるか」を真摯に考
えてきた。それが、これまで世の中に存在しないものであっても、
実現できる可能性が小さいものであっても、道を切り開き、諦めず

挑んできた。その結果、電力のトータルソリューションサービスを提
供する企業となった。これまでも、これからも、お客様の利便性を
高める商品・サービスを追求していく姿勢に変わりはない。
　ここでは、経営者メッセージとともに日本テクノ30年のあゆみを
振り返っていく。

　明けましておめでとうございます。今年、当社は設立 30 年
を迎えます。ここに至ることができたのは、ひとえにお客様、
日本テクノ協力会・日電協の技術者の皆様、協力工事会社の
皆様、従業員の皆様のおかげです。心より感謝申し上げます。
　始まりは 1995 年 4 月 4 日。5人のメンバーによる株式会社
の設立です。以来、多くの荒波を越え、多くの方々と喜びを
分かち合い、1500 人の技術者、1500 人の従業員、7万件以上
のお客様が支えてくれるまでになりました。そこには、この
うえない喜びとともに計り知れない重責も感じられます。皆
様の期待を違えぬよう、これからも力を尽くしてまいります。
　昨年のコーポレートテーマは「進化」でした。SMART 
CLOCK は有機 EL を 2 段表示にして情報量を増やし、デマン
ドレスポンスの対応を考え市場の単価表示も組み込みました。
SMARTMETER ERIA は全面リニューアルし機能充実を図って
います。組織運営の面では、コンプライアンス委員長に私が
就任し、全社での法令違反、不正行為、反倫理行動、ハラス
メントの撲滅を進めています。また、経済産業省が実施する
「保安管理業務講習実施者」としての要件確認を受け、講習も
始めました。開催地は順次全国に拡大する予定です。この受
講者は必要な実務経験年数の短縮ができ、早期に現場業務に
従事できます。このような人材育成面の強化で、社会的な課
題でもある技術者不足の解消につなげたいと考えています。
　今年のコーポレートテーマは「視野」、英文表記は「Birds 
View」にしました。高い位置から見渡し、全体を捉えて問題
解決のきっかけを見出していくこと。社内、業界、社会、さ
らには世界に範囲を広げて考えたとき、その解決策が将来的
にも正しいのか、新たな課題はないのかという視点を持つこ
とです。大きな目標を忘れず、高く広い視野で捉える能力を
養い、挑戦し続ける１年にします。
　昨年「進化」させたサービスや運営体制は、その「視野」
で見据え、昇華させていきます。そうして、すべてのステー
クホルダーからの信頼を獲得し、30 年の歩みを、今後も持続
可能な企業への道のりへとつなげていきます。

節目の年のコーポレートテ
ーマは「視野─Birds View─」

経営者メッセージ

電気の未来が、見えてくる
日本テクノのあゆみ

周年記念
特別企画
第１弾

代表取締役社長　馬本 英一

❶高圧受変電設備 24時間監
視装置「ＥＳシステム」❷「Ｅ
ＳシステムＤＮＡ」に連動する
パトランプ ❸「ＳＭＡＲＴＭＥＴ
ＥＲ ＥＲＩＡ」モニター ❹２０１１
年に発売した初代の「ＳＭＡＲ
Ｔ ＣＬＯＣＫ」❺有機ＥＬ表示を
２段にするなど改良を重ねた現
在の「ＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫ」❻
２０１２年に営業運転を開始した
「日本テクノ袖ケ浦グリーンパ
ワー」❼２０１５年に営業運転
を開始した「日本テクノ上越グ
リーンパワー」

❶ ❷ ❸ ❹

❺ ❻ ❼
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環
境
問
題
で
よ
く
聞
く
基
礎
的
な
用
語
に
つ
い
て
毎
回
テ
ー
マ
を
変
え
紹

介
す
る
テ
ッ
く
ん
の
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
。今
回
は
地
球
温
暖
化
問
題
が
語
ら

れ
る
と
き
必
ず
と
い
う
ほ
ど
耳
に
す
る「
温
室
効
果
ガ
ス
」を
解
説
す
る
。

テッくんの《環境用語の基礎知識》Q&A
第１3回「温室効果ガス」

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）や
メ
タ
ン（
Ｃ
Ｈ
４

）

な
ど
の
ガ
ス
は
太
陽
か
ら
の
熱

を
地
球
に
封
じ
込
め
て
地
表
を

暖
め
る
働
き
が
あ
る
よ
。
こ
れ

ら
を
温
室
効
果
ガ
ス
（
ま
た
は

温
暖
化
ガ
ス
）
と
呼
ぶ
ん
だ
。

そ
れ
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
は
ガ
ス
の
濃
度
が
高
ま
り
、

熱
の
吸
収
量
が
増
え
て
地
球
温

暖
化
の
原
因
に
な
る
か
ら
。
温

暖
化
が
進
む
と
、
異
常
気
象
や

海
面
の
上
昇
、
生
態
系
の
崩
壊

や
食
糧
危
機
な
ど
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
で
悪
い
影
響
が
出
る
。
だ

か
ら
ガ
ス
が
出
る
の
を
な
る
べ

く
抑
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。

ガ
ス
の
種
類
は
最
初
に
挙
げ

た
Ｃ
Ｏ
２

、
Ｃ
Ｈ
４

の
ほ
か
一

酸
化
二
窒
素
（
Ｎ
２

Ｏ
）、
ハ

イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
類

（
Ｈ
Ｆ
Ｃ
ｓ
）、
パ
ー
フ
ル
オ
ロ

カ
ー
ボ
ン
類
（
Ｐ
Ｆ
Ｃ
ｓ
）、

六
フ
ッ
化
硫
黄
（
Ｓ
Ｆ
６

）、

三
フ
ッ
化
窒
素
（
Ｎ
Ｆ
３

）
の

７
つ
が
あ
る
よ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
影
響
を
細
か
く
知
る
た
め
の

指
標
が
「
地
球
温
暖
化
係
数

（
Ｇ
Ｗ
Ｐ
）」
だ
よ
。
具
体
的
に

は
特
定
の
期
間
（
普
通
は
１
０

０
年
）
に
そ
の
温
室
効
果
ガ
ス

が
ど
の
く
ら
い
温
暖
化
に
影
響

を
与
え
る
か
、
Ｃ
Ｏ
２

と
比
較

し
た
倍
率
で
表
す
ん
だ
。
例
え

ば
Ｃ
Ｈ
４

な
ら
25
倍
、
Ｎ
２

Ｏ

だ
と
２
９
８
倍
、
Ｓ
Ｆ
６

に
な

る
と
２
万
２
８
０
０
倍
に
も
な

る
。異

な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
影

響
を
１
つ
の
指
標
で
示
す
こ
と

で
、
比
較
が
し
や
す
く
な
り
、

排
出
削
減
対
策
の
検
討
に
も
役

立
つ
よ
。
Ｇ
Ｗ
Ｐ
が
低
い
ガ
ス

を
使
用
し
た
製
品
を
選
ぶ
な

ど
、
僕
た
ち
に
も
で
き
る
温
暖

化
対
策
が
見
え
て
く
る
ね
。

Ｑ

Ａ

uestion

nswer

Ｑuestion

Ａnswer

地球温暖化係数ってなに？

温室効果ガスってなに？

お
歳
暮
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と

献
残
屋
か
ら
買
わ
れ
、
終
わ
る

と
売
ら
れ
て
同
じ
店
に
戻
っ
て

く
る
商
品
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

現
代

現
代
で
は
ど
う
か
。
お
歳
暮

の
ほ
か
に
ク
リ
ス
マ
ス
や
正
月

の
集
ま
り
な
ど
で
ギ
フ
ト
を
用

意
す
る
機
会
も
増
え
、
内
容
も

食
品
の
ほ
か
日
用
品
、
玩
具
、

衣
料
品
、
ち
ょ
っ
と
し
た
家
具

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

も
ら
う
量
が
多
す
ぎ
て
消
費

江
戸

日
本
の
お
歳
暮
と
い
う
風
習

は
神
仏
や
先
祖
へ
の
供
え
物
が

起
源
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ

れ
が
江
戸
時
代
に
は
、
日
頃
世

話
に
な
っ
て
い
る
人
に
贈
り
物

を
す
る
習
慣
と
し
て
、
武
家
、

商
人
、
裕
福
な
町
人
た
ち
の
間

で
一
般
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
特
に
武
家
社
会

で
は
目
上
の
者
に
献
上
品
を
贈

っ
て
い
た
た
め
、
年
末
は
位
の

高
い
武
士
の
も
と
に
大
量
の
贈

答
品
が
寄
せ
ら
れ
る
。

贈
ら
れ
る
品
は
塩
鮭
、
干
し

鮑
、
昆
布
な
ど
保
存
性
の
高
い

塩
蔵
品
や
乾
物
が
中
心
。
そ
し

て
、
山
積
み
さ
れ
る
ほ
ど
の
そ

れ
ら
贈
答
品
を
受
け
入
れ
て
い

た
の
が
「
献
残
屋
（
け
ん
ざ
ん

や
）」
だ
。
献
残
屋
は
そ
う
し

た
品
を
買
い
取
っ
て
く
れ
る
現

代
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
の

よ
う
な
存
在
で
あ
る
。中
に
は
、

し
切
れ
な
か
っ
た
り
、
衣
料
品

な
ど
が
好
み
と
合
わ
な
か
っ
た

り
し
た
場
合
に
は
、
フ
リ
マ
ア

プ
リ
や
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

が
利
用
さ
れ
る
。

そ
れ
ら
の
利
用
を
、
せ
っ
か

く
贈
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
と
た

め
ら
う
人
も
い
る
が
、
使
わ
れ

ず
に
し
ま
い
込
ま
れ
る
な
ら
必

要
と
し
て
い
る
人
の
も
と
に
渡

る
ほ
う
が
、
資
源
の
有
効
利
用

に
な
る
。
江
戸
時
代
で
も
そ
う

し
て
い
た
の
だ
か
ら
。

欧
米
で
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
レ

シ
ー
ト
を
入
れ
る
習
慣
が
あ

る
。
ギ
フ
ト
レ
シ
ー
ト
と
い
っ

て
、
も
ら
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

サ
イ
ズ
や
好
み
が
合
わ
な
か
っ

た
場
合
は
、
そ
の
店
に
行
っ
て

交
換
や
返
品
が
で
き
る
。
日
本

で
も
大
手
通
販
サ
イ
ト
な
ど
で

対
応
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
気
遣
い
の
ア
イ
デ
ア
は
、

エ
コ
な
営
み
が
多
数
あ
る
江
戸

に
も
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

江
戸
時
代
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョッ
プ

ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
年
始
の
ギ
フ
ト
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
る
こ
の
時
期
、
贈
ら
れ
た
も
の
が
家

の
中
に
た
く
さ
ん
あ
り
、
扱
い
に
困
っ
て
い
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
江
戸
時
代
に
も
贈
答
文
化

は
あ
っ
た
。
献
上
品
が
山
積
み
さ
れ
る
よ
う
な
高
い
身
分
の
人
は
ど
う
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

の
要
望
を
受
け
た
り
す
る
な
ど
、
地
域
に
根

づ
い
た
活
動
に
発
展
し
て
い
る
。

群
馬
県
太
田
市
に
あ
る
「
と
う
ぶ
の
森

お
お
た
や
ぶ
づ
か
」
で
も
２
０
１
９
年
に
県

や
地
元
企
業
と
の
間
で
「
森
林
整
備
協
定
」

を
締
結
し
た
。
こ
こ
で
は
森
林
保
全
活
動
の

か
た
わ
ら
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
出

展
も
行
っ
て
い
る
。

山
林
に
は
国
土
の
保
全
、
水
源
涵か

ん

養よ
う

、
生

物
多
様
性
の
保
存
お
よ
び
形
成
と
い
っ
た
多

く
の
機
能
が
あ
る
。
社
有
林
を
適
切
に
保
護

し
管
理
し
て
い
く
こ
と
は
環
境
保
全
そ
の
も

の
と
い
え
る
。
た
だ
、
自
然
を
相
手
に
し
た

取
り
組
み
は
一
企
業
だ
け
で
は
難
し
い
。
自

治
体
や
地
域
社
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
維

持
・
発
展
さ
せ
た
い
考
え
だ
。

ま
た
、
社
有
林
を
活
用
し
、
Ｃ
Ｏ
２

な
ど

温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
量
を
増
加
さ
せ
る

取
り
組
み
も
実
施
し
て
い
る
。
地
元
森
林

東
京
都
墨
田
区
に
本
社
を
置
く
東
武
鉄
道

株
式
会
社
。
１
８
９
７
年
の
設
立
以
来
、
鉄

道
交
通
の
運
営
を
中
心
に
、
５
つ
の
セ
グ
メ

ン
ト
（
運
輸
、
レ
ジ
ャ
ー
、
不
動
産
、
流
通
、

建
設
お
よ
び
そ
の
他
の
分
野
）
で
幅
広
く
事

業
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
す
べ
て
で
欠
か

せ
な
い
要
素
と
考
え
て
い
る
の
は
「
環
境
保

全
」
と
「
地
域
社
会
と
の
結
び
つ
き
」。
こ

の
２
つ
を
両
輪
と
し
、「
人
に
や
さ
し
く
人

と
地
域
が
共
に
輝
き
つ
づ
け
る
社
会
」
の
実

現
を
目
指
し
て
い
る
。

主
要
な
環
境
活
動
の
１
つ
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
の
が
沿
線
に
所
有
す
る
社
有
林
で
の
取

り
組
み
だ
。
同
社
は
栃
木
県
や
群
馬
県
な
ど

に
合
計
６
０
０
㌶
以
上
の
社
有
林
を
持
つ
。

栃
木
県
壬
生
町
の
「
と
う
ぶ
の
森
と
ち

ぎ
中
央
」
で
は
２
０
１
３
年
、
県
や
地
元
自

治
体
な
ど
と
「
森
づ
く
り
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
、
翌
２
０
１
４
年
か
ら
地
域
の
小

学
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
「
里
山
体

験
学
習
会
」
を
通
じ
て
枝
切
や
植
樹
、
環
境

学
習
会
を
行
っ
て
い
る
。

参
加
者
に
は
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、「
今

年
は
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
て
山
林
を
上
か
ら

見
て
み
よ
う
」
な
ど
、
毎
年
趣
向
を
凝
ら
し

た
企
画
で
自
然
の
大
切
さ
を
学
び
、
楽
し
い

思
い
出
を
持
ち
帰
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
近

年
で
は
造
園
業
組
合
が
年
間
を
通
じ
た
活
動

を
行
っ
た
り
、
小
学
校
か
ら
取
り
組
み
継
続

組
合
の
協
力
で
行
っ
た
間
伐
に
よ
る
カ
ー

ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
そ
れ

だ
。
間
伐
な
ど
の
適
切
な
森
林
整
備
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
森
林
が
吸
収
す
る
Ｃ
Ｏ
２

の

量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
国
か
ら
認
証
を
受

け
、
他
社
に
売
却
が
可
能
と
な
る
。
２
０
１

３
年
に
は
栃
木
県
宇
都
宮
市
の
山
林
で
７
９

７
㌧
│
Ｃ
Ｏ
２

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
創
出
し
、

全
量
売
却
済
み
で
あ
る
。
得
た
資
金
は
社
有

林
の
整
備
や
環
境
貢
献
の
た
め
に
使
用
し

た
。
直
近
で
は
２
０
２
３
年
に
新
規
計
画
の

登
録
が
承
認
さ
れ
、
同
年
中
に
そ
の
一
部
約

２
７
２
㌧
│
Ｃ
Ｏ
２

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
を

受
け
た
。
今
後
は
２
０
３
８
年
度
ま
で
に
約

４
８
０
０
㌧
│
Ｃ
Ｏ
２

を
創
出
す
る
予
定
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
は
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
へ
売
却

さ
れ
脱
炭
素
活
動
に
貢
献
す
る
。
こ
れ
を
利

用
し
た
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
® 
は
２
０
２
４

年
３
月
に
Ｃ
Ｏ
２

実
質
ゼ
ロ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

を
実
現
し
て
い
る
。
タ
ワ
ー
の
点
灯
に
よ
っ

て
年
間
１
６
５
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２

が
排
出
さ
れ
る

が
、
運
営
す
る
東
武
タ
ワ
ー
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

株
式
会
社
は
、
約
３
０
０
㌧
│
Ｃ
Ｏ
２

の
ク

レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
し
、
２
年
弱
の
間
、
排
出

量
は
相
殺
さ
れ
Ｃ
Ｏ
２

実
質
ゼ
ロ
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
や
日
本

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
１
つ
で
あ
る
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
。
注
目
が
集
ま
る
ス
ポ
ッ
ト
の
そ

の
取
り
組
み
が
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
環
境
保
全
に

人
々
が
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」

と
同
社
は
願
っ
て
い
る
。

脱
炭
素
に
向
け
た
活
動
で
は
、
環
境
省
と

国
立
公
園
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
締
結
し
「
国
際
エ
コ
リ
ゾ
ー
ト
日
光
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
都
心
か
ら
日
光

方
面
へ
の
特
急
列
車
の
使
用
電
力
を
実
質
再

エ
ネ
に
置
き
換
え
た
の
も
そ
の
一
環
だ
。

そ
う
し
た
一
連
の
活
動
は
、
地
域
を
輝
か

せ
、
地
球
規
模
で
の
環
境
保
全
に
も
つ
な
が

っ
て
い
る
。
そ
こ
に
い
る
人
の
輝
い
た
笑
顔

も
引
き
出
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

環境活動を推進する企業の物語
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東武鉄道 株式会社

社
有
林
で
行
わ
れ
た
間
伐
材
の
切

り
出
し
作
業
風
景
。

■  

廃
棄
物
発
電
を
自
己
託
送

千
葉
市
は
、
２
０
２
６
年
度
に

約
７
５
０
の
市
有
施
設
す
べ
て
で

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量

ゼ
ロ
の
電
力
に
切
り
替
え
る
。
具

体
的
に
は
市
内
若
葉
区
北
谷
津
町

に
新
設
す
る
清
掃
工
場
な
ど
で
廃

棄
物
発
電
を
行
い
、
そ
の
電
力
を

自
己
託
送
で
市
有
施
設
に
送
る
。

不
足
分
は
太
陽
光
発
電
設
備
の
増

強
を
行
い
、
さ
ら
に
足
り
な
い
分

は
電
力
会
社
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
由
来
の
電
力

を
購
入
す
る
。

「
現
在
、
新
工
場
な
ど
か
ら
の

電
力
需
給
を
一
元
管
理
す
る
独
自

シ
ス
テ
ム
（
エ
リ
ア
エ
ネ
ル
ギ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
の
構

築
を
進
め
て
い
ま
す
。
つ
な
が
る

施
設
の
種
類
、
数
に
お
い
て
、
自

治
体
独
自
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は

国
内
最
大
規
模
に
な
る
予
定
で

す
」（
環
境
局
環
境
保
全
部
脱

炭
素
推
進
課
事
業
調
整
担
当
課

長
石
井
秀
岳
さ
ん
）

こ
の
取
り
組
み
で
見
込
ま
れ
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
量
は

Ｃ
Ｏ
２

換
算
で
年
間
約
６
万
８
０

０
０
㌧
、
電
力
コ
ス
ト
も
約
５
億

円
削
減
で
き
る
予
定
だ
。

■  

排
出
削
減
量
は
順
調
推
移

２
０
２
０
年
11
月
に
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
を
宣
言
し
、
２
０
２
２
年
11

月
に
は
脱
炭
素
先
行
地
域
に
選
定

さ
れ
た
千
葉
市
。
平
均
気
温
が
上

昇
し
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が

相
次
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
災
害

に
強
い
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
ま
ち
づ

く
り
も
目
指
し
て
い
る
。

「
２
０
１
９
年
の
秋
に
本
市
を

台
風
が
直
撃
し
、
強
風
や
倒
木
の

被
害
に
よ
っ
て
市
内
各
所
で
停
電

が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を

踏
ま
え
、
公
民
館
な
ど
の
避
難
所

に
再
エ
ネ
発
電
と
蓄
電
池
の
導
入

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
平

時
か
ら
利
用
で
き
る
の
で
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
に
も
一
役
買
っ
て

い
ま
す
」（
環
境
局
環
境
保
全
部

脱
炭
素
推
進
課
課
長
補
佐
竹
内

公
平
さ
ん
）

２
０
２
０
年
度
の
市
内
全
域
の

Ｃ
Ｏ
２

換
算
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
は
、
２
０
１
３
年
度
比
で
約

18
・
１
％
減
少
の
１
２
９
２
万
㌧
。

こ
の
数
値
に
つ
い
て
竹
内
さ
ん
は

「
産
業
部
門
で
は
多
く
の
大
企
業

が
そ
れ
ぞ
れ
が
立
て
た
目
標
に
沿

っ
て
着
実
に
行
動
し
、
業
務
部
門

で
も
省
エ
ネ
設
備
導
入
や
電
力
自

体
の
脱
炭
素
化
な
ど
が
進
み
、
排

出
量
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
」と
説
明
す
る
。

■  

中
小
支
援
に
も
力
を
注
ぐ

脱
炭
素
に
取
り
組
む
中
小
企
業

を
支
援
す
る
仕
組
み
も
つ
く
っ

た
。
２
０
２
４
年
４
月
に
始
め
た

千
葉
市
脱
炭
素
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー

支
援
制
度
だ
。
認
定
に
は
「
パ
ー

ト
ナ
ー
」
と
「
パ
ー
ト
ナ
ー
プ
ラ

ス
」
の
２
種
類
が
あ
り
、
パ
ー
ト

ナ
ー
は
省
エ
ネ
設
備
導
入
補
助
金

が
活
用
で
き
、
パ
ー
ト
ナ
ー
プ
ラ

ス
は
そ
れ
に
加
え
、
市
の
制
度
融

資
で
金
利
な
ど
の
優
遇
が
受
け
ら

れ
る
。
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
向
け

の
脱
炭
素
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
、
先
進
的
な
取
り

組
み
に
対
す
る
表
彰
な
ど
も
行
う

予
定
だ
。
２
０
２
４
年
11
月
時
点

で
パ
ー
ト
ナ
ー
に
92
社
、
パ
ー
ト

ナ
ー
プ
ラ
ス
に
７
社
が
登
録
し
て

い
る
。

「
私
た
ち
は
、
脱
炭
素
の
重
要

性
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
何
か
ら

取
り
組
め
ば
よ
い
か
悩
ん
で
い
る

中
小
事
業
者
を
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
取
り
組
み

を
通
じ
て
意
識
の
変
容
が
促
さ

れ
、
環
境
問
題
の
解
決
と
経
済
の

好
循
環
が
実
現
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
」（
竹
内
さ
ん
）

官
民
を
挙
げ
た
脱
炭
素
に
向

け
、
千
葉
市
は
着
実
に
歩
み
を
進

め
て
い
る
。

ZeroCarbonCITY
自治体の挑戦

第15回

千
葉
市全施設にＣＯ２排出ゼロの電力

新設する清掃工場の完成予想図。

１４歳の世渡り術　私の職場はサバンナです！
太田ゆか 著

「
中
学
生
以
上
、
大
人
ま

で
。」
が
読
者
対
象
の
「
14

歳
の
世
渡
り
術
シ
リ
ー
ズ
」

の
１
冊
。
著
者
は
南
ア
フ
リ

カ
政
府
公
認
で
唯
一
の
日
本

人
女
性
サ
フ
ァ
リ
ガ
イ
ド
。

サ
バ
ン
ナ
の
野
生
観
察
を
ナ

ビ
ゲ
ー
ト
す
る
専
門
家
が
、

冒
頭
で
現
職
に
就
い
た
経
緯

を
紹
介
し
、
続
く
章
で
「
読

む
サ
フ
ァ
リ
ツ
ア
ー
」
を
展

開
す
る
。
動
物
の
生
態
を
、

肉
食
、
草
食
、
鳥
類
、
昆
虫

ご
と
に
解
説
し
、
環
境
保
護

活
動
の
現
状
や
課
題
に
も
触

れ
る
。

語
り
口
は
柔
ら
か
く
楽
し

い
。
披
露
さ
れ
る
豆
知
識
も

興
味
深
い
。
ラ
イ
オ
ン
の
狩

り
の
成
功
率
は
15
〜
25
％
な

の
に
対
し
ハ
イ
エ
ナ
は
お
よ

そ
75
％
。
サ
フ
ァ
リ
で
最
も

よ
く
見
か
け
る
シ
カ
の
よ
う

な
体
つ
き
の
イ
ン
パ
ラ
は
ウ

シ
科
の
草
食
動
物
で
大
き
な

群
れ
で
暮
ら
し
、
12
月
頃
一

斉
に
出
産
す
る
た
め
「
サ
バ

ン
ナ
が
イ
ン
パ
ラ
の
赤
ち
ゃ

ん
だ
ら
け
に
な
る
」（
84
㌻
）。

ハ
ゲ
ワ
シ
の
胃
液
は
金
属
も

溶
か
す
ほ
ど
の
酸
性
で
、
腐

り
か
け
の
死
肉
を
食
べ
て

も
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど

ほ
と
ん
ど
の
病
原
体
を
消
化

で
き
る
。

そ
し
て
保
護
活
動
が
直
面

す
る
難
し
い
問
題
も
率
直
に

保
護
活
動
の
課
題
も
わ
か
る
読
む
サ
ファ
リ
ツ
ア
ー河出書房新社　1,562円（税込）

語
る
。
生
活
の
貧
し
さ
が
導

く
密
猟
の
増
加
。
野
生
動
物

は
、
保
護
区
の
柵
を
破
っ
て

隣
接
す
る
村
の
家
畜
を
襲
い

農
作
物
を
荒
ら
す
。
そ
ん
な

村
に
暮
ら
す
子
ど
も
の
多
く

は
、
サ
フ
ァ
リ
ツ
ア
ー
客
が

楽
し
ん
で
見
物
す
る
ラ
イ
オ

ン
や
ゾ
ウ
を
見
た
こ
と
が
な

く
、
保
護
対
象
と
い
う
動
物

は
夜
に
や
っ
て
き
て
「
自
分

た
ち
の
生
活
を
苦
し
く
さ
せ

る
敵
の
よ
う
な
存
在
」（
２

０
７
㌻
）
と
考
え
て
い
る
。

中
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
読

者
対
象
の
上
限
に
示
さ
れ
た

「
大
人
」
に
読
ん
で
ほ
し
い
。

人と地域、共に輝け

Photo by  shinnosuke yoshimori
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《ユーザーレポート》

テナントビル向けサービス

取
締
役
の
古
川
紀
嘉
さ
ん
は
従

業
員
の
労
働
環
境
を
整
え
る
立

場
。
検
針
に
時
間
を
取
ら
れ
苦
労

す
る
ス
タ
ッ
フ
の
状
況
を
何
と
か

し
た
い
と
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
。

そ
れ
を
解
決
で
き
た
の
が
２
０

２
２
年
。
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
の
自
動

検
針
サ
ー
ビ
ス
導
入
だ
。「
検
針

業
務
か
ら
請
求
書
の
発
行
ま
で
一

括
し
て
代
行
し
て
も
ら
え
る
と
聞

き
即
決
し
ま
し
た
」。

こ
れ
を
決
め
た
と
き
の
日
本
テ

ク
ノ
と
の
商
談
は
、
当
初
は
キ

ュ
ー
ビ
ク
ル
の
保
安
点
検
に
つ
い

九
州
最
大
級
の
繁
華
街
・
天
神

エ
リ
ア
（
福
岡
市
中
央
区
）
に
あ

る
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
天
神
は
、
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
や
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
、
飲
食
店

な
ど
６
件
が
入
居
す
る
地
上
５
階

地
下
１
階
の
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
だ
。

ビ
ル
を
所
有
す
る
株
式
会
社

「エコテナント」とは

　一般的なテナントビルは、ビル全
体で一括受電しているため、電気料
金はビルオーナーが電力会社へま
とめて支払っている。オーナーはテ
ナントの使用分を立て替えるため、
個々のテナントに対し、それぞれに
応じた電気料金を請求する。そこ
には子メーターの検針、料金算出、
請求管理といった手間のかかる業務
が伴う。
　「エコテナント」はオーナーを煩わ
せていたそれらの業務をすべて代
行するサービスである。既存の子メ
ーターは自動検針のスマートメータ
ーに変更され、月々の使用量は日本
テクノに伝送される。オーナーとテ
ナントの双方にとって、ともに信頼
性を高められるシステムである。

て
だ
っ
た
。
検
討
を
進
め
て
い
た

と
き
、
契
約
中
の
電
力
会
社
か
ら

料
金
の
大
幅
な
値
上
げ
を
告
げ
ら

れ
た
。
そ
こ
で
、
保
安
点
検
と
と

も
に
電
力
供
給
も
ト
ー
タ
ル
で
依

頼
す
る
方
向
に
切
り
替
え
た
。

そ
う
な
る
と
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
の

検
針
方
法
に
も
変
更
を
要
す
る
の

で
は
と
危
惧
し
、
た
ず
ね
た
と
こ

ろ
、
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
と
い
う
サ
ー

ビ
ス
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ

た
。「
そ
れ
な
ら
、
検
針
の
担
当

だ
け
で
な
く
請
求
管
理
の
事
務
職

員
の
負
担
も
減
ら
せ
ま
す
。
今
で

は
大
き
く
業
務
改
善
が
図
れ
、
残

業
時
間
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
検
針

か
ら
請
求
書
発
行
ま
で
す
べ
て
手

作
業
だ
っ
た
た
め
ミ
ス
が
発
生
す

る
恐
れ
も
あ
っ
た
。
そ
の
心
配
か

ら
も
解
放
さ
れ
ま
し
た
」。

日
本
テ
ク
ノ
の
サ
ー
ビ
ス
を
上

手
に
利
用
し
て
い
き
な
が
ら
、
古

川
さ
ん
は
今
後
も
、
よ
り
快
適
な

職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

考
え
だ
。

本
テ
ク
ノ
エ
ン
ジ
が
設
備
の
入
れ

替
え
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

長
年
更
新
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

設
備
は
事
故
が
発
生
す
る
可
能
性

が
高
い
。
依
頼
を
受
け
日
本
テ
ク

ノ
エ
ン
ジ
が
地
元
の
工
事
会
社
と

連
携
し
な
が
ら
、
状
況
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
保
管
さ
れ
て
い
た
変

圧
器
に
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
含
有
さ

れ
て
い
る
の
が
判
明
し
た
ほ
か
使

用
中
の
変
圧
器
、高
圧
ケ
ー
ブ
ル
、

零
相
変
流
器
（
Ｚ
Ｃ
Ｔ
）、
地
絡

継
電
器
（
Ｄ
Ｒ
）
な
ど
の
更
新
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
。

「
す
べ
て
の
機
器
を
揃
え
る
に

は
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
承
知
し

て
い
ま
し
た
が
、
県
庁
所
在
地
の

駅
前
と
い
う
商
業
地
で
も
し
波
及

事
故
で
も
起
き
た
ら
周
囲
に
ど
れ

だ
け
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
か
と

気
が
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
一
刻
も
早
い
工
事
の
実
施
を

お
願
い
し
ま
し
た
」

工
事
は
２
０
２
４
年
６
月
16
日

か
ら
４
日
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

た
。
一
部
の
時
間
で
停
電
す
る

旨
を
入
居
中
の
テ
ナ
ン
ト
に
説
明

し
、了
承
を
得
た
う
え
で
の
工
事
。

新
た
な
ル
ー
ト
で
高
圧
ケ
ー
ブ
ル

を
敷
設
し
既
存
の
高
圧
ケ
ー
ブ
ル

を
撤
去
す
る
な
ど
難
度
の
高
い
作

業
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
経
験
豊
か

な
工
事
士
の
冷
静
な
対
応
に
よ
り

設
備
の
更
新
は
無
事
終
了
し
た
。

「
工
事
が
終
わ
っ
た
後
、
古
い

高
圧
ケ
ー
ブ
ル
は
内
部
の
腐
食
が

進
ん
で
い
て
危
険
な
状
態
だ
っ
た

と
聞
き
ま
し
た
。
事
故
が
起
き
る

前
に
工
事
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ

た
。
そ
れ
も
、
可
能
な
限
り
速
や

か
に
対
処
し
て
も
ら
え
た
お
か
げ

で
す
ね
」
と
仲
西
さ
ん
は
安
堵
の

表
情
を
浮
か
べ
た
。

非常用発電機照 明太陽光緊急対応キュービクル設備改善空 調

運
輸
業
を
中
心
に
物
流
セ
ン

タ
ー
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
運

営
、
不
動
産
管
理
な
ど
を
行
う
株

式
会
社
宝ほ

う

輪わ

（
本
社
・
三
重
県

鈴
鹿
市
）
は
２
０
２
３
年
11
月
、

津
駅
前
に
あ
る
６
階
建
て
の
商
業

ビ
ル
・
大
川
ビ
ル
を
購
入
し
た
。

し
か
し
購
入
直
前
に
な
っ
て
思

わ
ぬ
事
実
が
判
明
す
る
。「
高
圧

受
電
設
備
が
古
い
た
め
、
所
有
者

の
変
更
を
機
に
保
安
点
検
か
ら
手

を
引
き
た
い
と
担
当
法
人
か
ら
言

わ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
に
は
売
主

さ
ん
も
買
い
手
で
あ
る
私
た
ち
も

困
惑
し
ま
し
た
。
１
９
６
９
年
に

で
き
た
古
い
ビ
ル
で
、
こ
れ
ま
で

の
設
備
の
更
新
履
歴
も
よ
く
わ
か

ら
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
経
年
劣

化
の
不
具
合
も
起
き
か
ね
ず
、
売

主
と
協
議
す
る
中
で
日
本
テ
ク
ノ

に
頼
ん
で
み
て
は
ど
う
か
と
紹
介

を
受
け
た
の
で
す
」（
不
動
産
事

業
担
当
部
長
仲
西
磨
佑
さ
ん
）。

仲
西
さ
ん
は
早
速
保
安
点
検
と

機
器
の
更
新
に
つ
い
て
照
会
し
、

日
本
テ
ク
ノ
が
保
安
管
理
を
、
日

福岡県福岡市◎WITH天神 大
き
な
業
務
改
善
を
導
い
た

検
針
と
請
求
管
理
の一括
サ
ー
ビ
ス

逐次停電しながら、変圧器の入れ替え、新た
なルートでの高圧ケーブル敷設など、受変電
設備の主要な部材を交換していった。内部が腐食した高圧ケーブル。

イ
ス
も
受
け
る
。
さ
ら
に
１
年
に
１

度
、
部
長
で
あ
る
私
自
身
が
一
人
ひ

と
り
と
面
談
を
行
い
、
目
標
達
成
ま

で
の
道
の
り
に
部
全
体
で
寄
り
添
っ

て
い
き
ま
す
。

目
標
は
も
ち
ろ
ん
１
０
０
％
達
成

が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
未
達
成
だ

と
し
て
も
、
そ
の
結
果
を
翌
年
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
で
継
続
的
な
成
長

機
会
と
な
り
働
き
が
い
も
生
ま
れ
ま

す
。
こ
う
し
て
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
と

し
て
の
管
理
部
門
の
足
元
を
固
め
る

こ
と
は
、
会
社
全
体
の
持
続
的
な
成

長
を
可
能
に
す
る
と
考
え
ま
す
。

従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
生
き
生
き

と
働
く
環
境
は
、
お
客
様
へ
の
サ
ー

ビ
ス
を
良
好
に
す
る
と
い
う
好
循
環

を
も
た
ら
し
ま
す
。
日
本
テ
ク
ノ
は

４
月
に
30
周
年
を
迎
え
、
そ
の
先
も

ま
だ
ま
だ
成
長
す
る
企
業
で
す
。
成

長
ス
ピ
ー
ド
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る

た
め
、
こ
の
管
理
部
を
、
バ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
か
ら
会
社
を
牽
引
し
て
い
け

る
強
い
組
織
に
し
て
い
き
ま
す
。

管
理
部
に
は
２
０
２
４
年
現
在
７

つ
の
課
が
あ
り
、
大
き
く
分
け
る
と

人
事
・
総
務
な
ど
社
内
の
環
境
整
備
、

そ
れ
に
営
業
支
援
と
い
う
２
つ
の
部

門
に
な
り
ま
す
。
課
ご
と
に
業
務
や

課
題
は
異
な
り
ま
す
が
、
共
通
す
る

の
は
業
務
効
率
の
向
上
に
向
け
日
々

改
善
を
積
み
重
ね
て
い
る
点
で
す
。

デ
ア
や
就
業
規
則
、
福
利
厚
生
な
ど

に
関
わ
る
要
望
を
伝
え
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
経
営
陣
も
会
社
方
針
や
自
ら
の

考
え
な
ど
を
発
し
ま
す
。
双
方
向
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
場
に

な
っ
て
い
て
、
実
際
に
活
躍
セ
ミ

ナ
ー
が
き
っ
か
け
で
社
内
ル
ー
ル
や

規
則
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
充
実
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
つ
ひ
と

つ
が
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
、
従
業

員
一
人
ひ
と
り
の
生
き
生
き
と
し
満

た
さ
れ
た
生
活
を
実
現
す
る
も
の
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
に
加
え
管
理
部
で
実
施
し
て

い
る
の
は
「
目
標
管
理
」。
毎
年
各

人
が
業
務
に
関
す
る
数
値
目
標
を
掲

げ
、
１
年
を
通
し
て
目
標
達
成
を
目

指
し
ま
す
。
こ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
月
に
１
度
は
直
属
の
上
司
（
係

長
）
に
相
談
し
、
不
十
分
な
点
な
ど

を
改
善
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
３

カ
月
に
１
度
、
課
長
か
ら
の
ア
ド
バ
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各部署キーパーソンが語る
技術者をたずねて技術者をたずねて企業と電気をつなぐ

検
業
務
を
行
う
こ
と
だ
。

「
電
気
の
安
全
管
理
は
大
前
提
。
そ

の
う
え
で
重
視
す
る
の
が
正
確
性
で

す
。
細
部
ま
で
設
備
を
見
て
正
確
な
報

告
書
を
作
成
す
る
。
そ
れ
が
点
検
の
精

度
を
上
げ
る
と
考
え
、
日
々
実
践
し
て

い
ま
す
。
ま
た
工
場
や
建
物
の
設
備
管

理
の
経
験
も
長
い
の
で
、
電
気
以
外
の

設
備
の
不
具
合
も
あ
る
程
度
わ
か
り
ま

す
。
そ
う
し
た
点
も
必
要
に
応
じ
て
お

客
様
に
伝
え
て
い
ま
す
」

東
京
西
部
か
ら
埼
玉
県
南
部
ま
で
41

件
を
担
当
。
電
気
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
も
ち
ろ
ん
、
電
気
以
外
の
こ
と
で

も
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
返
っ
て
く
る

こ
と
か
ら
、
郡
司
さ
ん
を
頼
り
に
し
て

い
る
顧
客
は
多
い
。

東
京
都
杉
並
区
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
マ
イ
ル
ド
ハ
ー
ト
高
円
寺
も

そ
ん
な
事
業
場
の
１
つ
だ
。
施
設
長
の

鈴
木
員か

ず

世よ

さ
ん
は
「
電
気
に
関
係
す
れ

ば
何
か
に
つ
け
て
郡
司
さ
ん
を
頼
っ
て

い
ま
す
。
以
前
、大
雪
が
降
っ
た
と
き
、

深
夜
に
空
調
が
止
ま
る
ト
ラ
ブ
ル
が
あ

り
ま
し
た
。
困
っ
て
郡
司
さ
ん
に
連
絡

す
る
と
、
終
電
で
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ

っ
た
の
で
す
」
と
逸
話
を
披
露
す
る
。

大
量
の
雪
が
積
も
り
室
外
機
に
張
り

付
い
て
し
ま
っ
た
の
が
原
因
だ
っ
た
。

そ
れ
が
わ
か
っ
て
い
た
郡
司
さ
ん
は
施

設
長
と
一
緒
に
雪
か
き
を
手
伝
い
、
空

調
は
ほ
ど
な
く
復
旧
し
た
。「
そ
の
と

き
の
安
心
感
は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
」。

「
過
去
に
も
同
様
の
事
例
を
経
験
し

て
い
た
の
で
雪
道
で
の
事
故
を
避
け
て

電
車
を
使
い
ま
し
た
。
屋
上
に
上
が
り

室
外
機
を
見
た
ら
案
の
定
で
し
た
ね
。

こ
の
と
き
は
雪
か
き
を
終
え
、
少
し
休

ん
で
始
発
で
帰
り
ま
し
た
」

現
在
76
歳
の
郡
司
さ
ん
。
協
力
会
の

新
規
入
会
者
を
エ
リ
ア
の
懇
親
会
に
呼

び
、
経
験
者
な
ら
で
は
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
送
る
な
ど
、
後
進
の
働
き
や
す
さ
に

も
気
を
配
っ
て
い
る
。

「
協
力
会
の
お
か
げ
で
日
々
充
実
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
80
歳
ま
で
、
そ
の

後
も
体
力
が
続
く
限
り
頑
張
り
た
い
。

〝
自
宅
近
く
の
施
設
に
入
居
し
な
が
ら

毎
日
点
検
に
出
よ
う
か
な
〞
と
冗
談
で

話
し
て
い
る
く
ら
い
で
す
よ
」
と
明
る

く
話
す
郡
司
さ
ん
。
頼
ら
れ
る
と
い
う

大
き
な
生
き
が
い
を
持
っ
て
い
る
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
日
本
テ
ク
ノ
協

力
会
・
日
電
協
（
以
下
、
協
力
会
）
東

京
01
グ
ル
ー
プ
の
郡
司
寛
さ
ん
。
２
０

１
３
年
に
入
会
す
る
ま
で
長
年
精
密
機

器
メ
ー
カ
ー
の
施
設
管
理
業
務
に
携
わ

り
、
在
籍
中
に
電
験
二
種
を
取
得
、
電

気
の
保
安
管
理
も
経
験
し
て
い
た
。

そ
ん
な
郡
司
さ
ん
が
意
識
し
て
い
る

の
が
正
確
か
つ
広
い
視
野
を
持
っ
て
点

日本テクノ協力会・日電協
東京01グループ 郡司寛さん

正
確
を
期
し
、広
い
視
野
で
設
備
状
況
を
把
握

当
社
で
は
、
お
客
様
を
は
じ
め
と

す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
か

ら
永
続
的
な
支
持
を
得
る
た
め
の
欠

か
せ
な
い
取
り
組
み
と
し
て
、
従
業

員
が
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
き
、
成

長
を
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
環
境
を
実
現
す
る
た
め
力
を

入
れ
て
い
る
の
が
、
ジ
ョ
ブ
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
一
人
ひ
と
り
に

適
し
た
人
員
配
置
や
人
材
育
成
な
ど

で
す
。
ま
た
当
社
独
自
の
取
り
組
み

に
全
従
業
員
が
参
加
す
る
「
活
躍
セ

ミ
ナ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
従
業
員
か

ら
直
接
、
社
長
や
経
営
陣
に
業
務
改

善
に
つ
な
が
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
ア
イ

技術者の郡司さん（右）とマイルドハ
ート高円寺の皆さん。

ウ ェ ル ビ ー イ ン グ の 実 現 に 向 け て

好循環の輪を広げていく

取締役の古川紀嘉さん。

福
一
不
動
産
は
不
動
産
の
売
買
・

賃
貸
の
仲
介
に
加
え
、
中
洲
エ
リ

ア
の
飲
食
店
を
中
心
に
７
０
０
件

以
上
の
物
件
を
管
理
し
て
い
る
。

事
務
所
か
ら
ビ
ル
ま
で
は
徒
歩

20
分
弱
。
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
の
導
入

前
は
担
当
の
従
業
員
が
そ
の
距
離

を
移
動
し
、
検
針
業
務
を
行
っ
て

い
た
。
電
気
の
使
用
量
を
確
認
す

る
子
メ
ー
タ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
の
室

内
に
あ
る
の
で
、
不
在
の
テ
ナ
ン

ト
が
あ
る
場
合
な
ど
タ
イ
ミ
ン
グ

が
合
わ
な
け
れ
ば
、
何
度
も
足
を

運
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
作
業

に
追
わ
れ
、
ほ
か
の
業
務
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ

た
と
い
う
。

管理辞退の古い受電設備
スムーズ対応で無事更新

設備改善
対応事例

三重県津市
株式会社 宝輪「大川ビル」

日本テクノエンジ

２
０
２
４
年
に
創
業
１
１

０
周
年
を
迎
え
た
古
郡
建
設

株
式
会
社
（
埼
玉
県
深
谷

市
）。
今
後
も
選
ば
れ
続
け

る
存
在
で
あ
る
た
め
何
が
重

要
か
を
考
え
、
ブ
ラ
ン
ド
力

の
強
化
に
た
ど
り
着
い
た
。

２
０
１
７
年
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
２

０
１
９
年
に
は
デ
ザ
イ
ン
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
部
を
創
設
。
以

来
一
貫
し
て
皆
が
幸
せ
に
な

る
会
社
像
を
探
っ
て
い
る
。

「
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
る
に
は
環
境
活
動
や
社

会
貢
献
が
必
須
と
考
え
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
」（
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
部
長
渡
辺
文
昭
さ
ん
）

「
例
え
ば
当
社
主
催
で
定

期
的
に
実
施
し
て
い
る
『
献

血
』。
30
年
以
上
前
か
ら
行

っ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
献
血
者
が
集
ま
ら
な
い
と

聞
き
、
２
０
２
１
年
４
月
か

ら
大
々
的
に
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
で

は
２
０
０
人
近
い
方
が
参
加

し
ま
す
」（
同
部
福
島
千
紘

さ
ん
）

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
の
行
動

制
限
中
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
な
が

ら
よ
い
こ
と
を
し
た
い
と
考

え
た
社
員
が
自
主
的
に
始
め

た
の
が
「
プ
ロ
ギ
ン
グ
」
だ
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
ご
み
拾
い
を

セ
ッ
ト
に
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
発
祥
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

で
、
２
０
２
１
年
６
月
か
ら

広
く
参
加
者
を
募
っ
た
イ
ベ

ン
ト
を
年
３
回
ほ
ど
実
施
し

て
い
る
。
こ
の
活
動
が
評
価

さ
れ
、
２
０
２
２
年
に
は
埼

玉
県
か
ら
彩
の
国
環
境
大
賞

な
ど
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。

「
本
業
に
リ
ン
ク
す
る
も

の
で
は
各
工
事
現
場
で
行
う

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
が
現
場
に

出
向
き
、
ど
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
る
か
ヒ
ア
リ
ン
グ

す
る
。
す
る
と
廃
棄
物
の
分

別
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
ト

イ
レ
の
設
置
な
ど
多
く
の
取

り
組
み
が
確
認
で
き
ま
す
。

そ
れ
ら
を
拾
い
上
げ
、
評
価

し
、
パ
ネ
ル
で
の
掲
示
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
」（
同
部

採
用
係
長
関
矢
祐
葵
さ
ん
）

２
０
２
３
年
に
は
気
候
変

動
の
国
際
的
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

「
Ｓ
Ｂ
Ｔ
」
の
認
定
も
取
得

し
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
厳
格
な
削
減
目
標
を
定
め

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

第16回：建設業

中小企業の

SDGsSDGs

「
官
公
庁
の
入
札
で
は
脱

炭
素
の
取
り
組
み
が
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
に
な
る
動
き
も
出

て
き
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｂ
Ｔ
認

定
も
同
様
で
、
地
球
環
境
を

よ
く
し
た
い
と
考
え
て
始
め

た
活
動
は
、
回
り
ま
わ
っ
て

業
務
の
幅
も
広
げ
て
く
れ
ま

す
」（
渡
辺
さ
ん
）

ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
の
背
景

に
は
人
材
問
題
が
あ
り
、
定

着
率
の
低
さ
が
課
題
だ
っ

た
。
だ
が
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
力
を
入
れ
る
と
定
着
率
は

向
上
し
、
会
社
と
と
も
に
成

長
し
た
い
と
考
え
る
社
員
は

増
え
た
。

「
ま
だ
ま
だ
手
探
り
で
す

が
、
地
元
に
根
づ
き
必
要
と

さ
れ
る
存
在
に
な
る
た
め
今

後
も
働
き
が
い
改
革
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
」（
渡
辺
さ

ん
）

ＳＤＧｓでブランド力を強化
古郡建設 株式会社

キ
ャ
ラ
バ
ン
実
施
後
は
取
り

組
み
内
容
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目

標
に
当
て
は
め
掲
示
す
る
。

デザインマネジメント部の（左か
ら）福島さん、関矢さん、渡辺さん。

管理部

部長 中村光治
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※「SMARTMETER」は日本テクノ（株）の登録商標です。
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の商品・サービスだ。これらは省エネ活動による環境対策や事業承継による産業基盤づくり
などSDGsの目標にもつながっている。

半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
地
域

医
療
を
支
え
る
人
材
を
輩
出
し

て
き
た
熊
本
県
熊
本
市
に
あ
る

熊
本
看
護
専
門
学
校
。
電
気
の

「
見
え
る
化
」
導
入
の
き
っ
か

け
は
２
０
２
２
年
、
当
時
電
力

の
供
給
を
受
け
て
い
た
新
電
力

か
ら
電
気
料
金
値
上
げ
の
連
絡

が
き
た
こ
と
だ
っ
た
。

「
年
換
算
で
倍
以
上
に
な
る

と
見
ら
れ
て
困
っ
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
折
よ
く
日
本
テ
ク
ノ
の

営
業
担
当
の
方
が
訪
問
し
て
く

れ
ま
し
た
。
電
気
代
を
下
げ
る

方
法
は
な
い
か
相
談
し
て
、
省

エ
ネ
に
力
を
入
れ
た
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
導
入
を
決
め
ま
し

た
」（
事
務
長
の
林
田
敏
彦
さ

ん
）。
電
力
の
供
給
契
約
も
２

０
２
３
年
現
在
は
日
本
テ
ク
ノ

に
切
り
替
え
て
い
る
。

校
内
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変

更
す
る
と
と
も
に「
見
え
る
化
」

に
よ
る
省
エ
ネ
活
動
を
開
始
し

た
。
林
田
さ
ん
自
身
は
以
前
か

ら
デ
マ
ン
ド
値
を
意
識
し
て
い

た
が
、
ほ
か
の
職
員
に
う
ま
く

伝
え
ら
れ
ず
、
実
際
の
省
エ
ネ

行
動
に
は
移
せ
て
い
な
か
っ
た

の
だ
と
い
う
。

「
そ
れ
が
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
を
事
務
所
に
設
置
し
た

こ
と
で
、
誰
で
も
一
目
で
電
気

の
使
用
状
況
が
わ
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
で
は
皆
が
時

計
を
意
識
し
て
い
て
、
黄
色
く

光
っ
た
ら
校
内
の
見
回
り
と
不

要
箇
所
の
消
灯
を
徹
底
す
る
な

ど
省
エ
ネ
が
日
常
生
活
の
一
部

に
な
っ
て
い
ま
す
」

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ

る
７
月
と
冷
え
込
む
１
〜
２
月

は
ど
う
し
て
も
使
用
電
力
量
が

多
く
な
る
。
せ
め
て
デ
マ
ン
ド

値
が
上
が
ら
な
い
よ
う
、
段
階

的
な
空
調
の
立
ち
上
げ
や
こ
ま

め
な
消
灯
は
欠
か
せ
な
い
。
空

調
の
温
度
設
定
は
基
本
的
に
は

中
央
管
理
で
、
教
室
単
位
で
は

極
端
に
強
め
ら
れ
な
い
よ
う
に

し
て
あ
る
。
省
エ
ネ
が
学
習
に

支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
配
慮

し
な
が
ら
調
節
す
る
。
学
生
に

も
授
業
後
に
は
空
調
や
照
明
を

消
し
、
窓
を
閉
め
、
校
内
を
掃

除
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

「〝
見
え
る
化
〞
の
導
入
と
電

力
供
給
会
社
の
切
り
替
え
で
、

あ
の
ま
ま
対
策
を
取
ら
な
か
っ

た
場
合
と
比
べ
２
０
０
万
円
ほ

ど
電
気
代
を
抑
え
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
分
を
、
値
上
が
り
し

て
い
る
教
材
な
ど
学
生
の
た
め

に
使
え
る
の
が
何
よ
り
う
れ
し

い
で
す
ね
。
教
育
の
質
を
維
持

し
な
が
ら
今
後
も
省
エ
ネ
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
」

（
２
０
２
３
年
10
月
取
材
）

「見える化」の導入で電気料金高騰に対応
学校法人 華苑学園　熊本看護専門学校　http://www.kumamotokango.ac.jp/
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９
７
０
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／
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「
当
社
の
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
は

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
、

循
環
型
社
会
の
構
築
に
貢
献
す

る
こ
と
。
電
気
に
つ
い
て
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
最
小
限
に
抑

え
る
べ
く
〝
見
え
る
化
〞
を
活

用
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は

神
奈
川
県
相
模
原
市
に
あ
る
岩

本
興
産
株
式
会
社
相
模
原
工

場
の
責
任
者
で
あ
る
山
際
大
介

さ
ん
。
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

を
取
得
し
金
属
リ
サ
イ
ク
ル
業

を
営
む
企
業
で
あ
る
。

日
本
テ
ク
ノ
の
保
安
管
理

サ
ー
ビ
ス
は
以
前
か
ら
採
用
し

て
お
り
、
加
え
て
２
０
１
９
年

か
ら
電
気
の
「
見
え
る
化
」
を

導
入
し
た
。
山
際
さ
ん
を
中
心

に
、
全
社
的
に
電
力
の
効
率
使

用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

工
場
に
は
鉄
を
運
ぶ
電
磁
石

の
ク
レ
ー
ン
、電
動
シ
ョ
ベ
ル
、

金
属
を
圧
縮
す
る
プ
レ
ス
機
、

鉄
骨
な
ど
を
切
断
す
る
ギ
ロ
チ

ン
シ
ャ
ー
と
い
っ
た
電
気
を
多

く
使
う
機
械
が
多
数
あ
る
。

省
エ
ネ
を
考
慮
し
な
が
ら
そ

れ
ら
を
稼
働
さ
せ
る
に
は
情
報

の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
。
事
務

所
に
設
置
し
た
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
が
赤
く
光
る
と
、

事
務
ス
タ
ッ
フ
は
無
線
を
使
い

現
場
に
い
る
ク
レ
ー
ン
操
作
の

担
当
に
連
絡
す
る
。
ク
レ
ー
ン

は
工
場
内
を
見
渡
せ
る
高
い
位

置
に
あ
る
の
で
、
全
体
の
作
業

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
30
分
程

度
電
源
を
落
と
せ
る
機
械
が
ど

れ
か
判
断
で
き
る
。
そ
う
し
て

作
業
工
程
に
支
障
な
い
も
の
の

中
断
を
指
示
す
る
。

そ
れ
ら
の
取
り
組
み
で
契
約

電
力
は
12
・
３
％
低
減
し
た
。

現
在
は
警
報
が
鳴
る
設
定
値
を

よ
り
低
く
設
定
し
、
さ
ら
な
る

引
き
下
げ
を
図
っ
て
い
る
。

効
率
使
用
の
活
動
を
通
じ
て

ス
タ
ッ
フ
の
省
エ
ネ
意
識
は
上

が
っ
た
。
未
使
用
機
械
の
電
源

オ
フ
や
不
要
な
水
銀
灯
を
切
る

な
ど
が
習
慣
化
さ
れ
て
い
き
使

用
電
力
量
は
導
入
前
に
比
べ
40

％
以
上
低
減
し
て
い
る
。
山
際

さ
ん
は
「
以
前
は
ど
れ
だ
け
無

頓
着
に
電
気
を
使
っ
て
い
た
の

か
が
わ
か
り
ま
す
」
と
話
す
。

近
々
、
補
助
金
の
活
用
で
場

内
の
水
銀
灯
約
30
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
入
れ
替
え
る
計
画
も
あ
る
。

省
エ
ネ
設
備
に
な
っ
て
も
不
要

な
箇
所
を
消
灯
す
る
習
慣
は
変

わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。「
こ
れ
か

ら
も
リ
サ
イ
ク
ル
業
に
携
わ
る

者
と
し
て
限
り
あ
る
資
源
を
大

切
に
使
っ
て
い
き
ま
す
」。

（
２
０
２
４
年
６
月
取
材
）

循環型社会構築に貢献 電気も効率使用を徹底
岩本興産 株式会社 相模原工場　https://iwamoto-kosan.co.jp/
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／
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電気の
見える化

北
海
道
函
館
市
を
本
拠
に
全

国
26
カ
所
で
宿
泊
施
設
を
運
営

す
る
ホ
テ
ル
テ
ト
ラ
グ
ル
ー

プ
。２
０
２
４
年
４
月
時
点
で
、

そ
の
う
ち
の
７
カ
所
に
電
気
の

「
見
え
る
化
」
を
導
入
し
、
無

理
の
な
い
範
囲
で
省
エ
ネ
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
導
入
し
た
施
設
で
は
電
気

の
使
用
実
態
が
把
握
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

考
え
て
い
た
ピ
ー
ク
の
予
想
と

実
際
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
違
っ
て

い
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
夏

冬
の
空
調
稼
働
で
電
力
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
と
推
測
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
そ
れ
と
は
異
な
り
、
空

調
に
使
用
す
る
冷
温
水
の
循
環

装
置
で
水
を
切
り
替
え
る
と

き
、
電
力
が
最
大
に
な
っ
て
い

た
の
で
す
。
入
れ
替
え
作
業
時

の
循
環
装
置
フ
ル
稼
働
が
原
因

で
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
１
年
間

の
基
本
料
金
が
高
止
ま
り
す
る

の
は
不
本
意
な
の
で
、
現
在
、

空
調
業
者
に
な
る
べ
く
ゆ
っ
く

り
作
業
す
る
よ
う
交
渉
し
て
い

ま
す
」（
代
表
取
締
役
社
長
の

三
浦
裕
太
さ
ん
）

コ
ロ
ナ
禍
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
増
な
ど
で
宿
泊
客
数
は
伸

び
、
契
約
電
力
お
よ
び
使
用
電

力
量
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
そ

れ
で
も
「
見
え
る
化
」
を
導
入

し
た
施
設
で
は
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
活
用
と
日
々
の

省
エ
ネ
活
動
で
電
気
料
金
の
低

減
効
果
は
出
て
い
る
と
い
う
。

た
だ
し
、
実
施
し
て
い
る
の
は

「
時
計
が
赤
く
光
っ
た
ら
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
な
ど
お
客
様
に
支
障

の
出
な
い
範
囲
で
空
調
や
照
明

稼
働
を
調
整
す
る
」
と
い
う
無

理
の
な
い
活
動
だ
。

導
入
施
設
は
日
本
テ
ク
ノ
の

市
場
連
動
型
料
金
メ
ニ
ュ
ー
で

電
力
供
給
を
受
け
て
い
る
が
、

「
市
場
は
変
動
す
る
も
の
で
あ

り
、
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
の
意
味
で

全
施
設
で
の
契
約
は
し
て
い
ま

せ
ん
」
と
そ
こ
で
も
無
理
な
く

堅
実
な
運
営
を
心
が
け
る
。

導
入
に
際
し
て
は
、
北
海
道

が
宿
泊
業
の
省
エ
ネ
化
を
支
援

す
る
「
環
境
整
備
緊
急
対
策
事

業
支
援
金
」
を
活
用
し
た
。
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
な
ど

の
機
器
を
設
置
す
る
と
き
、
そ

の
初
期
投
資
が
約
４
分
の
１
に

抑
え
ら
れ
て
い
る
。

「
市
場
連
動
で
電
気
を
提
供

す
る
会
社
は
ほ
か
に
も
あ
り
ま

す
が
、
日
本
テ
ク
ノ
は
〝
見
え

る
化
〞
と
組
み
合
わ
せ
省
エ
ネ

意
識
を
醸
成
で
き
る
点
に
魅
力

を
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
無
理

の
な
い
省
エ
ネ
を
進
め
ま
す
」

（
２
０
２
４
年
３
月
取
材
）

「見える化」でわかった空調負荷増と異なる本当のピーク
ホテルテトラグループ　https://e-tetora.com/
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／
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９
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電気の
見える化 丸

形
ダ
ク
ト
の
規
格
品
か
ら

角
形
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
ま
で

多
様
な
製
品
を
手
掛
け
る
埼
玉

県
川
越
市
の
新
栄
ダ
ク
ト
工
業

株
式
会
社
。
製
作
か
ら
現
場
で

の
取
り
付
け
ま
で
一
貫
し
て
請

け
負
い
、「
空
気
を
運
ぶ
道
」

を
提
供
し
続
け
て
い
る
。

日
本
テ
ク
ノ
の
サ
ー
ビ
ス
利

用
開
始
は
２
０
１
４
年
。
製
造

量
の
増
加
で
工
場
を
居
抜
き
で

買
い
取
っ
た
際
、
保
安
点
検
と

電
気
の
「
見
え
る
化
」
を
導
入

し
た
。
さ
ら
に
契
約
更
新
時
に

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
を

設
置
。
代
表
取
締
役
の
桑
原
信

人
さ
ん
は
「
工
場
の
ど
こ
に
い

て
も
電
気
の
使
用
状
況
が
わ
か

る
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

は
社
内
の
省
エ
ネ
意
識
向
上
に

役
立
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

移
転
当
初
に
比
べ
売
上
は
約

５
割
増
え
機
械
も
大
幅
に
増
設

し
て
い
る
。
製
造
量
が
増
え
る

中
、
夏
の
暑
い
時
期
に
は
Ｓ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
警
報

が
頻
繁
に
鳴
っ
た
。
そ
こ
で
20

年
ほ
ど
前
か
ら
使
用
し
て
い
た

大
型
の
空
調
約
10
台
の
入
れ
替

え
を
決
め
た
。

そ
の
と
き
単
純
な
更
新
だ
け

で
な
く
作
業
工
程
に
合
わ
せ
た

空
調
機
器
の
配
置
替
え
も
行
っ

た
。
工
程
は
大
き
く
分
け
て
、

材
料
の
切
断
、
加
工
、
組
み
立

て
の
３
つ
が
あ
る
。
最
も
負
担

の
大
き
い
の
は
組
み
立
て
エ
リ

ア
だ
。
空
調
は
そ
こ
を
中
心
に

設
置
し
て
い
っ
た
。そ
の
一
方
、

切
断
機
周
辺
は
無
人
に
な
る
時

間
が
多
い
の
で
空
調
は
不
要
と

判
断
。
壁
に
取
り
付
け
る
固
定

型
扇
風
機
５
台
と
、
移
動
可
能

な
扇
風
機
３
台
の
導
入
で
賄
う

よ
う
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
59

㌔
㍗
だ
っ
た
夏
場
の
デ
マ
ン
ド

値
は
51
㌔
㍗
に
低
減
し
た
。

基
本
的
な
省
エ
ネ
活
動
は
当

初
か
ら
根
づ
い
て
い
た
。
出
勤

後
ま
ず
は
最
初
の
作
業
と
な
る

切
断
機
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
、

そ
の
後
は
順
に
製
造
機
械
の
電

源
を
入
り
切
り
し
て
い
る
。
10

時
・
12
時
・
15
時
の
休
憩
時
間

に
は
必
要
の
な
い
機
械
の
電
源

は
す
べ
て
落
と
し
、
照
明
も
切

る
。
社
内
の
廊
下
や
階
段
、
休

憩
所
な
ど
も
必
要
以
上
の
空
調

や
照
明
は
一
切
つ
け
な
い
。

導
入
前
後
の
比
較
を
見
る

と
、
売
上
の
上
昇
率
が
、
使
用

し
た
電
力
の
増
加
率
を
上
回
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
少
な
い
電

力
で
よ
り
多
く
の
生
産
が
な
さ

れ
て
い
る
の
だ
。
設
備
改
善
の

工
夫
や
地
道
な
取
り
組
み
の
継

続
が
導
い
た
成
果
だ
ろ
う
。

（
２
０
２
４
年
６
月
取
材
）

空調設備の更新で作業工程に合わせた配置変更
新栄ダクト工業 株式会社　https://shineiduct.co.jp/
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電気の
見える化

電気の
見える化

事務所のＳＭＡＲＴ ＣＬＯＣＫが赤く
光ると現場へ無線で通知。

お客様の声
日本テクノサービス導入事例

電気の
見える化

M&A
ビジネスマッチング

岐
阜
県
岐
阜
市
の
株
式
会
社 K's 

town FOOD SERVICE
は
親
会
社

で
あ
る
株
式
会
社K's town 
（
介
護

お
よ
び
不
動
産
業
）
が
飲
食
業
参
入

の
た
め
２
０
０
９
年
に
設
立
し
た
。

代
表
取
締
役
は
河
村
賢
志
さ
ん
が
兼

任
。
本
業
を
支
え
る
第
２
の
柱
と
し

て
お
好
み
焼
き
店
１
店
舗
と
ラ
ー
メ

ン
店
３
店
舗
を
展
開
し
、
地
元
に
愛

さ
れ
る
味
を
提
供
し
て
い
る
。

２
０
２
０
年
頃
、
事
業
拡
大
を
検

討
す
る
た
め
Ｍ
＆
Ａ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
相
談
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。だ
が
、

譲
渡
・
譲
受
両
方
の
実
例
を
聞
く
う

ち
河
村
さ
ん
は
「
後
継
ぎ
が
い
な
い

当
社
は
〝
売
る
側
〞
な
の
か
も
し
れ

な
い
」
と
思
い
至
り
、
そ
れ
ま
で
の

考
え
を
変
え
、
買
い
受
け
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
依
頼
に
転
換
し
た
。

株
式
会
社
ミ
ニ
ジ
ュ
ー
ク
岐
阜

はK's town FOOD SERVICE

と

同
じ
市
内
に
あ
り
、
カ
ラ
オ
ケ
機
器

の
レ
ン
タ
ル
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

自
社
で
も
カ
ラ
オ
ケ
店
を
３
店
舗
経

営
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
売
上
が
３
割

に
激
減
し
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
。

や
む
を
得
ず
業
態
を
変
え
る
同
業
者

も
い
た
が
、
代
表
取
締
役
の
安
澤
嘉

崇
さ
ん
に
は
「
カ
ラ
オ
ケ
店
と
し
て

続
け
て
い
き
た
い
」
と
い
う
強
い
思

い
が
あ
り
、
業
態
は
そ
の
ま
ま
で
苦

難
を
乗
り
越
え
て
い
る
。

現
在
は
コ
ロ
ナ
前
の
売
上
に
戻
り

つ
つ
あ
る
。
だ
が
今
後
も
カ
ラ
オ
ケ

を
中
心
に
据
え
事
業
を
継
続
し
て
い

く
に
は
新
し
い
力
が
必
要
だ
。
Ｍ
＆

Ａ
の
仲
介
サ
ー
ビ
ス
は
そ
の
新
た
な

力
を
求
め
る
手
段
の
１
つ
だ
っ
た
。

ミ
ニ
ジ
ュ
ー
ク
岐
阜
の
持
っ
て
い

た
課
題
は
、
店
内
で
凝
っ
た
飲
食

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
で
き
て
い
な
い

点
だ
っ
た
。
こ
れ
を
改
善
し
、
他
店

と
の
差
別
化
を
図
り
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
っ
た
。K's town FOOD 

SERVICE

と
連
携
す
れ
ば
ク
ー
ポ

ン
や
チ
ラ
シ
の
発
行
な
ど
で
相
互
の

顧
客
の
融
通
が
で
き
る
。
ミ
ニ
ジ

ュ
ー
ク
岐
阜
の
店
内
設
備
で
調
理
可

能
な
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
も
期
待
で
き

る
。
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
、
か
な

り
の
相
乗
効
果
が
見
込
め
た
。

双
方
の
本
社
・
店
舗
同
士
の
距
離

日
本
テ
ク
ノ
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ

ａ
ｐ
」
に
よ
る
株
式
譲
渡
契
約
が
成
立
し
、
２
０
２
４
年
３
月
、
調
印

式
が
行
わ
れ
た
。
当
初
、
買
う
側
で
Ｍ
＆
Ａ
を
検
討
し
て
い
た
企
業
が

売
る
側
へ
と
考
え
を
シ
フ
ト
、
相
乗
効
果
が
生
み
出
し
や
す
い
相
手
先

と
出
会
い
、
双
方
の
経
営
資
源
を
よ
り
拡
大
で
き
る
絆
を
結
ん
だ
。

調印後握手を交わすミニジューク岐
阜の安澤嘉崇さん（左）とK's town 
FOOD SERVICE の河村賢志さん。

2023 年11月
株式会社 K's town 
FOOD SERVICE が
仲介サービス登録

2024 年1月
株式会社 ミニジュー
ク岐阜が仲介サービ
ス登録

 2 月
トップ面談

 3月
株式譲渡契約調印式

譲渡完了までの経緯

M&A
ビジネスマッチング

「買う側」から「売る側」に考え方をシフト
相性のよい企業同士の出会いを促した好判断

株式会社 K's town FOOD SERVICE
代表者◉河村賢志 （65歳）／事業内容◉飲食店
経営／所在地◉岐阜県岐阜市／設立◉ 2009 年／
従業員数◉ 94 名

株式会社 ミニジューク岐阜
代表者◉安澤嘉崇（52歳）／事業内容◉業務用カラオ
ケ機器のレンタル・販売、カラオケ店経営／所在地◉岐
阜県岐阜市／設立◉1960 年／従業員数◉62名

譲渡側 譲受側
動画で見る
マッチング事例

は
近
く
、
行
き
来
し
や
す
い
場
所
に

あ
る
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
り
や
す
い
し
、
安
心
感
、
親
近
感

が
あ
る
」
こ
と
が
譲
渡
の
決
め
手
だ

っ
た
と
河
村
さ
ん
は
話
し
、
次
い
で

「
お
客
様
に
愛
さ
れ
る
味
を
引
き
継

い
で
い
た
だ
き
、
今
後
さ
ら
に
発
展

さ
せ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
期
待
の
言

葉
を
か
け
た
。

そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
安
澤
さ
ん

は
「
初
め
て
携
わ
る
飲
食
業
の
経
営

に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
学
び
、
相
乗

効
果
（
シ
ナ
ジ
ー
）
を
発
揮
で
き
る

よ
う
万
全
な
戦
略
を
組
み
立
て
て
い

き
ま
す
」
と
意
欲
を
見
せ
る
。
安
澤

さ
ん
の
夢
は
、
自
社
を
自
分
の
子
ど

も
が
継
ぎ
た
い
と
思
え
る
立
派
な
会

社
に
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。

今
回
の
株
式
譲
渡
成
立
の
ポ
イ
ン

ト
は
①
立
地
が
近
く
行
き
来
が
し
や

す
い
②
社
長
同
士
、
互
い
の
店
舗
の

利
用
経
験
が
あ
っ
た
③
飲
食
と
カ
ラ

オ
ケ
で
シ
ナ
ジ
ー
を
生
み
出
し
や
す

い
④
地
域
密
着
型
の
経
営
戦
略
で
相

性
が
よ
い
│
│
な
ど
で
あ
っ
た
。
経

営
資
源
の
共
有
で
、
他
店
と
の
差
別

化
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
付
加
価
値

の
創
出
な
ど
想
定
以
上
の
リ
タ
ー
ン

が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

（
２
０
２
４
年
３
月
取
材
）

中
部
エ
リ
ア

容
易
に
見
込
め
た
相
乗
効
果

株式譲渡

分 割

事業譲渡

合 併

業務提携

※企業情報はいずれも２０24年3月時点。

2015年1～12月
▶2022年1～12月

2021年10月～翌年9月
▶2022年10月～翌年9月

代表取締役の桑原信人さん。社長の三浦裕太さん。

事務長の林田敏彦さん。

18.6％ＵＰ

15.9％ＵＰ

▲12.3％

▲44.0％

▲17.8％

▲14.6％

82.1％ＵＰ

119.1％ＵＰ

https://www.n-techno.co.jp/case/
https://gift-map.jp/
https://service.n-techno.co.jp/
https://gift-map.jp/matching_case
https://gift-map.jp/matching_case/case26


環境問
題

常識テ
スト

　環境問題や電気に関する知識レベルを楽しみながらチ
ェックできるこのコーナー。出題範囲は本紙前号（78号）
の掲載記事。会社や学校などで下記の設問を使って、環
境常識テストを実施するのもいい。転載大歓迎。環境知
識の向上に役立ててほしい。

〈答えは記事面右下に掲載〉

a
b
c
d

バイオミメティクス
バイオマス
バイオフォトン
バイオレット

生物がつくり出した化石燃料以外の有
機性資源。サステナブルで再生可能と
されるこの資源を何という？

Question

4

【４面】テッくんの《環境用語の基礎知識》Q&A

a
b
c
d

環境影響評価法
循環型社会形成推進基本法
地球温暖化対策推進法
環境基本法

１９９３年に公布、施行された法律。環境
保全に関する施策の総合的な推進を
図るため政府に対し「環境基本計画」
の策定を義務づけているものは？

Question

1

【１面】最上位目標は「高い生活の質」

a
b
c
d

フードバンク
産業廃棄物
食品ロス
mottECO

未開封品を食べずに捨てる直接廃棄、
野菜の皮を厚くむき過ぎる過剰除去な
ど本来食べられるにもかかわらず捨て
られるものを何という？

Question

2

【１面】環境問題を読み解くことば

a
b
c
d

日高山脈襟裳十勝国立公園
瀬戸内海国立公園
雲仙国立公園
霧島錦江湾国立公園

２０２４年６月に環境省が指定した国内35
カ所目になる新たな国立公園の名称は
次のうちどれ？

Question

3

【２面】eco topics（４番目の記事）

※
内
容
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
が
、
転
載
利
用
な
ど
運
用
の
際
の
責
任
は

小
紙
で
は
負
い
か
ね
ま
す
。
自
己
責
任
の
も
と
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

前号
出典記事

前号
出典記事

前号
出典記事

前号
出典記事

「環境問題常識テスト」の答え ◎ Ｑ１：d ／ Ｑ２：c ／ Ｑ３：a ／ Ｑ４：b

直
接
仕
入
れ
て
い
る
。「
こ

の
卵
は
味
が
い
い
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
飼
い

鶏
の
卵
で
、
通
常
の
卵
と

比
べ
る
と
か
な
り
値
が
張

り
ま
す
が
、
ア
ニ
マ
ル
ウ

ェ
ル
フ
ェ
ア
の
観
点
か
ら

も
採
用
を
決
め
ま
し
た
」。

保
護
猫
や
平
飼
い
の
卵

な
ど
特
徴
的
な
店
舗
運
営

に
目
を
ひ
か
れ
る
が
、
鳥

越
さ
ん
は
「
う
ち
に
は
、

特
徴
的
な
独
自
の
菓
子
は

あ
り
ま
せ
ん
。
バ
ー
ム

ク
ー
ヘ
ン
を
は
じ
め
、
な

じ
み
の
あ
る
洋
菓
子
を
こ

だ
わ
り
抜
い
て
お
い
し
く

つ
く
り
、
提
供
し
て
い
る

だ
け
」
と
言
う
。
そ
れ
が

広
く
愛
さ
れ
る
洋
菓
子
店

の
秘
訣
で
あ
る
こ
と
を
感

じ
さ
せ
た
。

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ

ｅ
ｔ
で
は
、
平
飼
い
卵
の

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
や
保
護

猫
支
援
シ
リ
ー
ズ
の
商
品

を
出
品
中
だ
。
同
社
の
Ｅ

Ｃ
サ
イ
ト
で
も
購
入
は
可

能
。
こ
だ
わ
り
の
洋
菓
子

を
賞
味
し
な
が
ら
気
軽
に

保
護
猫
活
動
へ
の
支
援
に

参
加
で
き
る
。

さ
れ
た
と
聞
い
て
い
た
鳥

越
さ
ん
は
、
保
護
猫
活
動

の
支
援
を
企
画
し
た
。

ま
ず
オ
ー
ナ
ー
が
飼
う

猫
「
ゆ
き
ち
」
の
イ
ラ
ス

ト
が
描
か
れ
た
巾
着
を
つ

く
っ
た
。
そ
の
中
に
焼
き

菓
子
を
入
れ
、
売
上
の
10

％
を
保
護
猫
活
動
の
団
体

に
寄
付
す
る
商
品
と
し
て

販
売
を
開
始
し
た
。

そ
れ
が
２
０
２
１
年
７

月
の
こ
と
。
こ
れ
を
皮
切

り
に
、
今
で
は
商
品
の
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
を
増
や
し
保

護
猫
支
援
シ
リ
ー
ズ
と
し

て
展
開
し
て
い
る
。
寄
付

の
総
額
は
４
０
０
万
円
以

さ
ん
は
「
私
自
身
、
以
前

か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
心
が

あ
り
社
会
に
貢
献
で
き
る

活
動
を
し
て
、
そ
れ
を
店

の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
」
と
話

す
。
以
前
店
の
オ
ー
ナ
ー

が
捨
て
猫
を
保
護
し
、
そ

の
ま
ま
飼
い
だ
し
た
と
こ

ろ
、
す
っ
か
り
猫
に
魅
了

岡
山
県
岡
山
市
の
パ
テ

ィ
ス
リ
ー
ア
ン
フ
ル
ー
ル

（
株
式
会
社
Ｔ
Ｓ
Ｗ
）は
、

保
護
猫
活
動
の
支
援
に
力

を
入
れ
て
い
る
洋
菓
子
店

だ
。
地
域
の
人
は
も
ち
ろ

ん
、
全
国
の
愛
猫
家
か
ら

の
支
持
も
厚
い
。

こ
の
取
り
組
み
を
始
め

た
広
報
担
当
の
鳥
越
淳
史

上
に
も
な
っ
た
。

ほ
か
に
も
保
護
猫
活
動

を
行
う
団
体
に
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
リ

タ
ー
ン
品
を
提
供
し
て
お

り
、
そ
の
達
成
率
は
１
０

０
０
％
を
超
え
て
い
る
。

リ
タ
ー
ン
品
の
バ
ー
ム

ク
ー
ヘ
ン
は
７
カ
月
に
わ

た
る
商
品
開
発
を
経
て
完

成
し
た
自
慢
の
逸
品
だ
。

そ
の
味
は
一
般
的
な
バ
ー

ム
ク
ー
ヘ
ン
と
比
べ
、
ふ

ん
わ
り
と
軽
い
食
感
な
が

ら
も
素
材
の
味
わ
い
が
強

く
感
じ
ら
れ
る
も
の
。

多
く
の
場
合
、
バ
ー
ム

ク
ー
ヘ
ン
は
焼
き
上
が
り

を
安
定
さ
せ
る
た
め
専
用

の
油
脂
を
使
っ
て
つ
く
ら

れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で

は
一
切
の
雑
味
が
入
ら
な

い
よ
う
厳
選
し
た
食
材
だ

け
を
使
い
、
食
品
添
加
物

不
使
用
で
製
造
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
生
地
は
非

常
に
や
わ
ら
か
く
な
る
。

こ
れ
を
崩
さ
ず
焼
成
す
る

に
は
職
人
の
高
度
な
技
が

欠
か
せ
な
い
。

さ
ら
に
、
原
材
料
の
卵

は
県
内
の
養
鶏
農
家
か
ら

くらしに役立つエコな知恵やアイデアも募集しています。アイデアが掲
載された方にはオリジナル「ワークグローブ」を、さらにご応募いただい
た方の中から抽選でオリジナル賞品をプレゼント！ 投稿内容は選考の
うえ、本紙またはウェブサイトにてご紹介させていただきます。応募方法
〈ハガキ〉ご住所とお名前を明記のうえ、日本テクノ「おばあちゃんの知
恵袋」係までお送りください。〈WEB〉上記ウェブサイトにて必要事項を
明記のうえ、ご応募ください。

くらしに役立つメルマガ配信中！！
おばあちゃんの知恵袋サイトはエコクッキングレシピやお掃除法、
エコグッズのつくり方など、エコな生活の知恵が盛りだくさん！ サ
イトでは、読者限定のコラムやサイト更新案内など、楽しい雑学
や豆知識が満載のメールマガジンを発行しています。ぜひご登録
ください。お申し込みは下記のサイトから受け付けています。

効果的な重ね着の仕方

寒
さ
厳
し
い
こ
の
時
季
。
２

月
の
別
名
は
「
如
月
（
き
さ
ら

ぎ
）」
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の

語
の
由
来
に
は
諸
説
あ
り
、
そ

の
１
つ
に
、
重
ね
着
を
意
味
す

る
「
さ
ら
に
着
る
」
が
転
じ
た

と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
ち
な
ん
で
今
回
は
効

果
的
な
重
ね
着
の
方
法
に
つ
い

て
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
基
本

は
重
ね
た
服
の
間
に
空
気
の
層

を
つ
く
る
こ
と
。
体
温
の
ぬ
く

も
り
を
空
気
の
層
に
た
め
て
外

に
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
し
て
温

か
さ
を
保
ち
ま
す
。

重
ね
着
す
る
と
き
は
衣
類
を

３
種
類
に
分
け
、
正
し
い
順
で

着
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
肌
に
直
接
触
れ
る
下
着
。
下

着
本
来
の
役
割
は
体
か
ら
出
た

汗
や
汚
れ
の
吸
収
で
す
が
、
同

時
に
体
温
を
逃
が
さ
ず
保
温
す

る
効
果
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
ほ
ど
よ
く
密
着
す
る

ジ
ャ
ス
ト
サ
イ
ズ
の
も
の
を
選

ぶ
と
い
い
で
し
ょ
う
。た
だ
し
、

ぴ
っ
た
り
と
し
た
下
着
を
何
重

に
も
重
ね
て
し
ま
う
と
、
空
気

の
層
が
で
き
に
く
い
う
え
に
血

行
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
効
果
的
な
重
ね

着
と
は
い
え
ま
せ
ん
ね
。

２
種
類
目
の
衣
類
は
、
下
着

よ
り
も
少
し
大
き
め
の
シ
ャ
ツ

な
ど
。
下
着
と
の
間
に
空
気
の

層
を
つ
く
り
、
体
か
ら
出
た
温

か
な
空
気
が
外
に
逃
げ
な
い
よ

う
に
た
め
込
み
ま
す
。
こ
の
段

階
で
セ
ー
タ
ー
や
フ
リ
ー
ス
な

ど
繊
維
と
繊
維
の
間
に
た
く
さ

ん
の
空
気
の
層
が
で
き
る
ふ
ん

わ
り
素
材
を
組
み
合
わ
せ
る

と
、
さ
ら
に
効
果
的
で
す
。

そ
し
て
３
種
類
目
の
一
番
上

に
は
繊
維
の
目
の
詰
ま
っ
た

コ
ー
ト
や
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
類
。
防

水
・
防
風
効
果
の
あ
る
素
材
や

裏
地
の
あ
る
も
の
を
選
ぶ
と
、

冷
た
い
外
気
か
ら
体
を
守
れ

て
、
内
側
の
空
気
の
層
の
温
か

さ
も
保
て
ま
す
。

ま
た
靴
下
も
正
し
く
重
ね
ば

き
し
た
い
も
の
。
靴
下
は
密
着

す
る
も
の
が
多
く
、
指
の
間
な

ど
が
蒸
れ
や
す
い
の
で
、
重
ね

る
の
は
２
枚
ま
で
が
適
当
で

す
。
１
枚
目
は
指
の
間
の
汗
の

吸
収
を
考
え
た
５
本
指
タ
イ
プ

や
吸
放
湿
性
に
優
れ
た
シ
ル
ク

素
材
、
２
枚
目
は
厚
手
で
ゆ
っ

た
り
と
し
た
締
め
つ
け
の
少
な

い
も
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
家
の
中
で

は
ス
リ
ッ
パ
代
わ
り
に
毛
糸
で

編
ん
だ
大
き
目
の
靴
下
を
重
ね

て
い
ま
す
。
足
首
ま
で
す
っ
ぽ

り
覆
っ
て
冷
え
や
す
い
足
元
も

快
適
に
過
ご
せ
ま
す
よ
。

https://econews.jp/idea2/
日本テクノ　おばあちゃんの知恵袋 検 索

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔｒｅｅ
ｔ
（
ギ
フ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
）
は
日
本
テ
ク
ノ
の
お
客
様
向
け

サ
ー
ビ
ス
。
同
社
発
行
の
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
、サ
イ
ト
内
の
商
品（
ギ
フ
ト
）

と
交
換
で
き
る
。
こ
こ
で
は
サ
イ
ト
掲
載
中
の
ギ
フ
ト
か
ら
、
こ
だ
わ
り
の
「
逸
品
」

を
提
供
企
業
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
く
。

【
こ
ん
な
投
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
】

こだわりの洋菓子で保護猫活動を支援

「
平
飼
い
卵
の
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
」

パ
テ
ィ
ス
リ
ー
ア
ン
フ
ル
ー
ル

ギフトストリートの逸品

ポリフェノールの一種ケルセチンの効用

２
０
２
５
年
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は

「
食
べ
物
で
こ
こ
ろ
も
元
気
に
」
が

テ
ー
マ
。
連
載
の
初
回
は
、
旬
の
果

物
で
あ
る
リ
ン
ゴ
の
効
用
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

リ
ン
ゴ
に
は
、
血
圧
上
昇
を
抑
え

る
カ
リ
ウ
ム
、
老
化
防
止
や
生
活
習

慣
病
予
防
の
作
用
を
持
つ
リ
ン
ゴ
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
腸
の
調
子
を
整
え

る
食
物
繊
維
、疲
労
回
復
（
肩
こ
り
、

腰
痛
の
防
止
）
に
役
立
つ
リ
ン
ゴ
酸

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
栄
養
素
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
連

が
深
い
の
は
、
高
い
抗
酸
化
作
用
が

あ
る
ケ
ル
セ
チ
ン
で
す
。
こ
の
栄
養

素
も
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
で
、

特
に
果
皮
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
動

脈
硬
化
防
止
、
血
流
改
善
、
関
節
痛

症
状
の
緩
和
と
い
っ
た
効
果
が
あ

り
、
そ
し
て
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
と
い

う
こ
こ
ろ
を
司
る
脳
細
胞
の
活
性
化

に
役
立
つ
物
質
が
、
減
っ
て
し
ま
う

の
を
防
ぐ
役
割
が
あ
り
ま
す
。

ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
は
、
記
憶
力
や

学
習
能
力
、
集
中
力
を
高
め
て
く
れ

る
神
経
伝
達
物
質
で
、
脳
の
疲
労
回

復
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
緊
張
状
態
も
緩

適
度
な
運
動
、生
活
習
慣
の
見
直
し
、

新
た
な
物
事
の
学
習
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
の
増
加

を
促
す
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
が
減
ら
な
い
よ
う
手

助
け
し
て
く
れ
る
の
が
リ
ン
ゴ
の
ケ

ル
セ
チ
ン
で
す
。

ま
た
、
リ
ン
ゴ
の
香
り
に
は
気
分

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
た
り
、
こ
こ

ろ
を
落
ち
着
か
せ
る
効
果
が
あ
る
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
香
り
も
併
せ

て
味
わ
う
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
効
果

が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

お
勧
め
の
食
べ
方
は
、
適
当
な
大

き
さ
に
カ
ッ
ト
し
た
リ
ン
ゴ
を
、
砂

糖
と
ほ
ん
の
少
し
の
水
で
煮
る
煮
リ

ン
ゴ
で
す
。
熱
を
通
す
こ
と
で
抗
酸

化
作
用
が
高
ま
り
、
脳
細
胞
の
活
性

化
物
質
の
維
持
と
と
も
に
生
活
習
慣

病
の
予
防
や
老
化
防
止
に
も
つ
な
が

る
で
し
ょ
う
。

こころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころののののののののの
サプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメントサプリメント

《第23回》

和
さ
せ
ま
す
。こ
れ
が
減
少
す
る
と
、

集
中
力
や
記
憶
力
の
低
下
を
招
い
て

し
ま
う
の
で
す
。

基
本
的
に
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
は
、

増
減
は
し
て
も
不
足
状
態
に
は
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

加
齢
や
喫
煙
、
睡
眠
不
足
や
不
規
則

な
生
活
、
極
端
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど

に
よ
り
大
き
く
減
少
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
や
、

食べ物でこころも元気に〈１〉

脳
細
胞
の
活
性
化
を
助
け
る
リ
ン
ゴ

正解者の中から抽選で 30名の方に「水耕栽培キット」と「特製ポストカード（13枚組）」の詰め合
わせをプレゼントいたします（キットはスイートバジルまたはミニトマトのどちらかで、応募者が選
ぶことはできません）。ご希望の方はハガキに「パズルの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り上げて
ほしいテーマ」「面白かった記事」「つまらなかった記事」を明記のうえ下記あて先までご郵送くださ
い。なお、当社と契約されているお客様の場合は事業場名もご記入ください。また、ウェブサイト「Eco 
News Web Magazine」（https://econews.jp/）からも応募できます。サイトにアクセスし当コーナー応
募フォームのリンクをクリックして画面の指示に従いご応募ください。当選者の発表は賞品の発送を
もって代えさせていただきます。締め切りは 2025 年 3月 21日（金）必着。
〈あて先〉〒 163-0653　東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 53階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【https://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

水耕栽培キット＆特製ポストカード プレゼント

商品掲載ページ

タテのカギ、ヨコのカギをヒントにマスを埋めていきます。水色の二重囲みマスに入る４文字を組
み合わせ環境問題に関連する言葉をつくります。その言葉が解答です。
〈ヒント〉二酸化炭素（CO2）は地球温暖化の原因になる○○○○効果ガスです。

① 正月は親戚が大勢来て、もらえた
○○○○○は初の１０万円超え！

② 空き缶、空き瓶、古紙は分別して資
源○○に出しましょう。

③ グループ内で主に設備改善を担う
のは日本テクノ○○○です。

⑤ このセーターとっても暖かいよ。素
材は１００％羊毛なんだって。

⑧ 新鮮なタイ、マグロ、ブリ…。わさ
び醤油につけて、いただきます。

⑩ あの家の門の所にお正月の飾り物
が置いてあった。「カド○○」。

② 商売敵だけど気候変動対策は協力
して取り組みます。「○○○同舟」。

④ 寒い冬の時期、クマやリスは眠って
過ごします。

⑥ エー、ビー、○○、ディー、イー…。
⑦ 年末年始に海外旅行に行ったから、
○○ボケがまだ残っているよ。

⑨ ○○○さんが転んだ…あっ、カン君
とキョウちゃん、動いた！

⑪ 梅の花、まだ咲かないけど○○○
が少し膨らんできたみたい。

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

① ② ③

④

⑨

⑦⑥

⑤

⑧

⑩

⑪

空
気
が
乾
燥
す
る
冬
は
何
か
を
触
る
た
び

に
静
電
気
が
起
き
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し

て
コ
ー
ト
の
内
側
に
安
全
ピ
ン
を
つ
け
る

と
静
電
気
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

＠
ユ
メ
ミ
ル
さ
ん

30名様

抽選で

水耕栽培キットと日本テクノが
毎年制作するエコカレンダー
の絵柄を配した特製ポストカー
ド（１３枚組）の詰め合わせ。

（ 8 ）環 境 市 場 新 聞 ２０２５年 （令和７年） 冬季　第 79号　【季刊】

https://www.gift-street.com/special-contents/souryokushuzai/index.html
https://www.gift-street.com/products/detail/4879
https://econews.jp/idea2/post/
https://econews.jp/idea2/clothing/10774/
https://econews.jp/article/column/kokoro/
https://econews.jp/newspaper2/crossword/
https://econews.jp/newspaper2/crossword/
https://econews.jp/article/learn/test/
https://econews.jp/idea2/
https://www.n-techno.co.jp/calendar_campaign/
https://econews.jp/
https://www.instagram.com/nihontechno/
https://twitter.com/nihontechno
https://www.facebook.com/nihontechno/



